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表紙の写真『古座川』

大自然の恵み豊かな熊野の山々。

その中央に位置する大塔山を母とし、育まれた清流古座川。

熊野灘に流れ込むまでの約６０ｋｍにわたり、古座川は豊か

な表情を見せてくれます。

写真は、少女峰付近の河原。この辺りは、川底までくっきり見

通せるほど、透明度が高く、夏場は川遊びをする家族連れで賑わ

います。

  

 

ご

あ

い

さ

つ

水

は

、
あ

ら

ゆ

る

生

命

の

根

源

で

あ

り

、
私

た

ち

の

暮

ら

し

や

産

業

活

動

を

支

え

る

限

り

あ

る

貴

重

な

資

源

で

す

。
近

年

で

は

、
世

界

的

な

渇

水

や

洪

水

が

頻

発

し

、
水

利

用

の

安

定

性

、
安

全

で

良

質

な

水

資

源

の

確

保

が

重

要

な

課

題

と

な

っ

て

い

ま

す

。 

こ

う

し

た

こ

と

か

ら

、
国

に

お

い

て

は

、
水

を

共

有

の

財

産

と

位

置

づ

け

る

と

と

も

に

、
健

全

な

水

循

環

の

重

要

性

に

つ

い

て

、

国

民

の

理

解

を

深

め

る

た

め

、

毎

年

八

月

一

日

を

「

水

の

日

」

と

定

め

、

様

々

な

関

連

行

事

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

和

歌

山

県

で

は

、
こ

の

一

環

と

し

て

、
中

学

生

を

対

象

に

、
昭

和

五

十

四

年

か

ら
「

全

日

本

中

学

生

水

の

作

文

コ

ン

ク

ー

ル

」
の

和

歌

山

県

審

査

を

実

施

し

て

お

り

、
本

年

は

、
五

五

七

編

も

の

御

応

募

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

い

ず

れ

も

、
「

水

に

つ

い

て

考

え

る

」
と

い

う

テ

ー

マ

に

ふ

さ

わ

し

く

、
日

常

生

活

の

体

験

か

ら

学

ん

だ

こ

と

や

世

界

の

水

資

源

問
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に
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も
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、
昨
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の

水

管

橋
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落

に
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の
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験

な

ど

、
様

々

な

視

点

か

ら

、
水

に
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て

感

じ

た

こ

と

や

、
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の

大

切

さ

を

表

現

し
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す
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ら

し

い

作

品

ば

か

り

で

し

た
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こ

れ

ら

の

中

か
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、
入

賞

作

品

十

八

編

を

こ

の
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び

作

品

集

に

ま

と

め

ま

し

た

。
家
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で
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活
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、
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の
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く

こ

と

を
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も

く
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優

秀

賞

 

打

つ

手

は

、

無

い

の

か

？ 
 

  

和

歌

山

県

立

き

の

か

わ

支

援

学

校

三

年

大

久

保

颯

人

・

・

・ 

断

水

か

ら

学

ん

だ

こ

と 
  

和

歌

山

市

立

加

太

中

学

校

三

年

重

松

那

津

実

・

・

・ 

私

の

断

水

体

験

記

 
 

 

和

歌

山

県

立

向

陽

中

学

校

二

年

福

田

純

伶

・

・

・ 

入

選

 

水

の

恵

み

を

知

る

                     

和

歌
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県

立

向

陽

中

学

校

二
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内

川

莉

里  

・

・
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水

と

生

き

る

 
開

智

中

学
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一

年

奥

村

侑

誠

・

・
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池

の

写

真

 

和
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二
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谷
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・

・
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ー
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ー

と

私
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の

生
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和
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山
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立

田

辺

中

学

校

二

年

辻

岡

慈

月

・

・

・

 

当

た

り

前

に

水

が

あ

る

幸

せ

 
   

和

歌

山

信

愛

中

学

校 
 

 

二

年

辻

本

葵    

・

・

・ 

８  ９  １ １  ７  ５  １  ３  １ ０  

  

佳

作

 

美

味

し

い
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つ

く

る

た

め

に   
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「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
が
、
今
後
四
十
年
以
内
に
発
生
す
る
可
能
性

が
、【
九
十
％
以
上
】
だ
と
い
う
分
析
を
、
本
年
一
月
に
政
府
が
発
表
し
て
い

る
。
分
析
で
は
、
四
国
か
ら
近
畿
の
太
平
洋
側
が
震
源
域
と
し
て
い
る
。
そ

ん
な
大
き
な
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
い
っ
た
い
ど
れ
程
の
被
害
が
出
る
の
か
。

実
は
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
の
発
生
が
今
回
だ
け
で
な
い
こ
と
か
ら
、【
水
】

の
視
点
で
調
べ
て
み
た
。
材
料
と
し
た
の
は
一
九
四
六
年
十
二
月
二
十
一
日

の
「
昭
和
南
海
ト
ラ
フ
」
で
あ
る
。
最
大
震
度
は
六
。
高
知
県
・
徳
島
県
・

和
歌
山
県
を
中
心
と
し
た
被
害
で
、
家
屋
流
失
千
四
百
五
十
一
戸
に
上
る
。

特
に
、
高
知
県
・
三
重
県
・
徳
島
県
で
津
波
が
四
．
六
メ
ー
ト
ル
に
到
達
し

た
と
い
う
。 

こ
れ
に
対
し
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
の
被
害
予
想
は
、
最
大

震
度
七
。
津
波
は
最
大
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
い
う
予
測
が
。
ま
た
、

震
源
の
位
置
が
海
に
近
い
こ
と
か
ら
、
地
震
発
生
か
ら
津
波
到
達
ま
で
の
時

間
が
非
常
に
短
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

僕
は
、
実
は
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
多
い
が
、

や
は
り
行
動
に
は
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
み
な
さ
ん
は
こ
ん
な
時
、
ど

う
す
る
だ
ろ
う
。 

・
次
の
日
、
友
達
と
の
約
束
が
あ
る
時 

・
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
外
出
す
る
時 

・
天
気
予
報
で
「
雨
が
降
り
そ
う
だ
」
と
う
い
う
時 

友
達
と
の
約
束
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
早
め
に
外
出
し
よ
う
、
と
か
、
混
雑

す
る
時
間
を
避
け
よ
う
、
と
か
、
傘
を
持
っ
て
行
こ
う
、
と
か
考
え
る
だ
ろ

う
。
旅
行
に
行
く
な
ら
、
何
ヶ
月
も
前
か
ら
計
画
す
る
だ
ろ
う
。
み
な
さ
ん

は
、
そ
の
時
そ
の
時
、
臨
機
応
変
に
動
け
ば
済
む
だ
ろ
う
が
、
僕
は
そ
の
迅

速
さ
に
は
限
界
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
天
気
予
報
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ
調

べ
て
準
備
を
し
て
外
出
す
る
。
あ
ま
り
人
と
接
す
る
の
は
得
意
で
は
な
い
の

で
、
入
念
に
。 

行
政
が
行
動
す
る
の
は
、
な
に
か
事
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
旅
行
の

準
備
く
ら
い
丁
寧
に
、
そ
し
て
、
慎
重
に
、
災
害
時
の
被
害
防
止
に
取
組
ん

で
欲
し
い
。
発
生
後
の
対
策
の
前
に
、
防
止
対
策
を
。 
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僕
が
こ
の
作
文
を
書
こ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
近
年
、
各
地
で
水
害

が
多
発
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
昨
年
に
は
和
歌
山
市
で
、

水
道
橋
が
崩
落
し
て
断
水
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
静
岡
・
熱

海
で
は
、
土
砂
崩
れ
が
起
き
た
。
北
海
道
で
は
、
遊
覧
船
が
沈
没
し
た
。
一

見
、
「
そ
の
と
き
起
こ
っ
た
だ
け
の
事
」
の
よ
う
に
映
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

し
か
し
、
僕
は
何
か
打
つ
手
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
水
道
橋

の
崩
落
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
、『
鳥
の
フ
ン
が
付
い
て
い
た
』
と
か
『
老
朽
化
し

て
い
た
』
と
い
う
説
を
聞
い
た
が
、
結
局
、
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
、【
確

認
不
足
】
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思
う
。
静
岡
の
土
砂
崩
れ
に
し
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
『
説
』
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
確
認
に
加
え
て
、
も
し
、
土
の
状

況
を
分
か
っ
て
い
る
人
が
い
た
の
な
ら
、
「
報
告
」
を
行
っ
て
欲
し
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。 

静
岡
で
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
身
近
な
都
市
・
大
阪
で
も
集
合
住
宅
が

潰
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。 

北
海
道
の
事
故
は
、
自
然
を
軽
視
し
て
い
た
事
が
一
番
の
問
題
点
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
午
前
中
は
波
も
な
く
、
風
も
強
く
吹
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作
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を
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こ
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と
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っ
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き
っ
か
け
は
、
近
年
、
各
地
で
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害
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多
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と
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こ
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が
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落
し
て
断
水
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
静
岡
・
熱

海
で
は
、
土
砂
崩
れ
が
起
き
た
。
北
海
道
で
は
、
遊
覧
船
が
沈
没
し
た
。
一

見
、
「
そ
の
と
き
起
こ
っ
た
だ
け
の
事
」
の
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で
は
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ろ
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か
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は
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い
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と
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う
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道
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の
崩
落
は
、
ニ
ュ
ー
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で
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鳥
の
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が
付
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て
い
た
』
と
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『
老
朽
化
し

て
い
た
』
と
い
う
説
を
聞
い
た
が
、
結
局
、
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
、【
確

認
不
足
】
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思
う
。
静
岡
の
土
砂
崩
れ
に
し
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
『
説
』
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
確
認
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加
え
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も
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、
土
の
状

況
を
分
か
っ
て
い
る
人
が
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た
の
な
ら
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て
欲
し
か
っ
た

も
の
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る
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岡
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ら
、
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潰
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が
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点
で
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。
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前
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は
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も
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、
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も
強
く
吹
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い
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っ
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と
し

て
も
自
然
相
手
、
特
に
「
海
」
な
の
だ
か
ら
、
天
候
急
変
は
予
知
で
き
た
は

ず
だ
。「
予
報
」
と
い
う
ヒ
ン
ト
が
出
て
い
た
し
、
船
長
も
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
た
の
だ
か
ら
。 

防
災
や
減
災
、
発
生
後
の
被
害
の
最
小
化
に
は
こ
れ
ま
で
の
「
物
品
で
の

備
え
」
の
他
に
、「
自
分
で
見
る
」・「
指
摘
に
従
う
」
こ
と
も
重
要
で
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な
い

だ
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う
か
。
そ
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ば
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「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
が
、
今
後
四
十
年
以
内
に
発
生
す
る
可
能
性

が
、【
九
十
％
以
上
】
だ
と
い
う
分
析
を
、
本
年
一
月
に
政
府
が
発
表
し
て
い

る
。
分
析
で
は
、
四
国
か
ら
近
畿
の
太
平
洋
側
が
震
源
域
と
し
て
い
る
。
そ

ん
な
大
き
な
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
い
っ
た
い
ど
れ
程
の
被
害
が
出
る
の
か
。

実
は
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
の
発
生
が
今
回
だ
け
で
な
い
こ
と
か
ら
、【
水
】

の
視
点
で
調
べ
て
み
た
。
材
料
と
し
た
の
は
一
九
四
六
年
十
二
月
二
十
一
日

の
「
昭
和
南
海
ト
ラ
フ
」
で
あ
る
。
最
大
震
度
は
六
。
高
知
県
・
徳
島
県
・

和
歌
山
県
を
中
心
と
し
た
被
害
で
、
家
屋
流
失
千
四
百
五
十
一
戸
に
上
る
。

特
に
、
高
知
県
・
三
重
県
・
徳
島
県
で
津
波
が
四
．
六
メ
ー
ト
ル
に
到
達
し

た
と
い
う
。 

こ
れ
に
対
し
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
の
被
害
予
想
は
、
最
大

震
度
七
。
津
波
は
最
大
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
い
う
予
測
が
。
ま
た
、

震
源
の
位
置
が
海
に
近
い
こ
と
か
ら
、
地
震
発
生
か
ら
津
波
到
達
ま
で
の
時

間
が
非
常
に
短
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

僕
は
、
実
は
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
多
い
が
、

や
は
り
行
動
に
は
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
み
な
さ
ん
は
こ
ん
な
時
、
ど

う
す
る
だ
ろ
う
。 

・
次
の
日
、
友
達
と
の
約
束
が
あ
る
時 

・
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
外
出
す
る
時 

・
天
気
予
報
で
「
雨
が
降
り
そ
う
だ
」
と
う
い
う
時 

友
達
と
の
約
束
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
早
め
に
外
出
し
よ
う
、
と
か
、
混
雑

す
る
時
間
を
避
け
よ
う
、
と
か
、
傘
を
持
っ
て
行
こ
う
、
と
か
考
え
る
だ
ろ

う
。
旅
行
に
行
く
な
ら
、
何
ヶ
月
も
前
か
ら
計
画
す
る
だ
ろ
う
。
み
な
さ
ん

は
、
そ
の
時
そ
の
時
、
臨
機
応
変
に
動
け
ば
済
む
だ
ろ
う
が
、
僕
は
そ
の
迅

速
さ
に
は
限
界
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
天
気
予
報
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ
調

べ
て
準
備
を
し
て
外
出
す
る
。
あ
ま
り
人
と
接
す
る
の
は
得
意
で
は
な
い
の

で
、
入
念
に
。 

行
政
が
行
動
す
る
の
は
、
な
に
か
事
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
旅
行
の

準
備
く
ら
い
丁
寧
に
、
そ
し
て
、
慎
重
に
、
災
害
時
の
被
害
防
止
に
取
組
ん

で
欲
し
い
。
発
生
後
の
対
策
の
前
に
、
防
止
対
策
を
。 
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私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
。
私
た
ち
は
い
つ
で
も
不
自
由
な
く
、

綺
麗
で
お
い
し
い
水
を
使
用
で
き
る
環
境
に
い
ま
す
。
去
年
、
こ
の
環
境
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
す
る
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

令
和
三
年
十
月
三
日
、
六
十
谷
水
管
橋
の
一
部
が
崩
落
し
和
歌
山
市
北
部

地
域
で
大
規
模
な
断
水
が
発
生
。
市
内
の
四
割
に
も
当
た
る
約
六
万
戸
に
影

響
が
出
ま
し
た
。
私
の
自
宅
も
対
象
の
地
域
と
な
り
、
初
め
て
長
期
間
の
断

水
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
、
私
の
地
域
は
少
し
遅
れ
て
の

断
水
と
な
っ
た
の
で
、
時
間
の
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
。
母
は
そ
の
間
に
お
風

呂
に
水
を
溜
め
た
り
、
麦
茶
を
た
く
さ
ん
沸
か
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
お
米

を
炊
い
て
冷
凍
す
る
な
ど
の
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
手
伝
い
な
が
ら
、

こ
ん
な
に
準
備
を
し
て
い
た
ら
、
き
っ
と
断
水
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
簡
単
に
考
え
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
実
際
に
断
水
に
な
る
と
予
想
以
上
に
不
便
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
ず
飲
料
水
は
十
分
に
用
意
し
て
い
て
も
、
生
活
用
水
が
全
然
足
り
ま
せ
ん
。

ご
飯
を
作
っ
て
食
べ
る
こ
と
は
で
き
る
け
ど
、
使
っ
た
食
器
を
洗
う
に
も
水

が
た
く
さ
ん
必
要
で
す
。
ト
イ
レ
を
流
す
に
は
、
お
風
呂
に
溜
め
て
お
い
た

水
を
バ
ケ
ツ
に
汲
ん
で
勢
い
よ
く
流
さ
な
い
と
流
れ
な
い
し
、
洗
濯
機
は
回

せ
ま
せ
ん
。
顔
を
洗
う
時
は
、
洗
面
所
に
置
い
た
タ
ン
ク
か
ら
の
水
が
、
い

つ
も
と
は
違
う
角
度
か
ら
入
る
こ
と
に
苦
戦
し
、
勢
い
も
な
い
の
で
態
勢
が

き
つ
か
っ
た
で
す
。
一
番
大
変
な
の
は
水
を
運
ぶ
作
業
で
す
。
空
の
タ
ン
ク

に
水
を
汲
ん
で
き
て
家
に
運
び
入
れ
る
作
業
は
、
重
た
く
て
本
当
に
大
変
で

し
た
。 

私
を
含
め
多
く
の
人
が
、
蛇
口
か
ら
水
が
出
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
当
た

り
前
で
、
そ
の
大
切
さ
を
忘
れ
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
断
水
を
経

験
し
た
こ
と
で
、
自
分
が
毎
日
ど
れ
だ
け
大
量
の
水
を
使
用
し
て
い
る
か
を

実
感
し
、
改
め
て
水
の
大
切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。 

水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の
で
す
。
水
の
安
定
供
給
が

な
く
な
れ
ば
生
命
に
危
険
が
及
び
ま
す
。
水
は
私
た
ち
の
命
を
守
っ
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。
海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
災
害
に
関
係
な
く
、
日
常
か
ら

断水から学んだこと 
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水
の
確
保
が
難
し
い
国
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
国
で
は
、
水
を

入
手
す
る
こ
と
は
大
変
な
重
労
働
で
す
。
し
か
し
、
生
き
て
い
く
た
め
に
、

命
を
守
る
た
め
に
毎
日
水
の
確
保
を
し
て
い
ま
す
。
全
世
界
の
人
々
が
安
定

的
に
水
を
得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
作
り
は
世
界
の
課
題
で
す
。 

調
べ
て
み
る
と
、
日
本
は
水
の
確
保
が
難
し
い
国
々
に
、
井
戸
や
水
道
の

整
備
で
支
援
し
て
い
ま
す
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
の
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
施
設
を
維
持
・
管
理
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
支
援
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
井
戸
や
水
道
を
作
っ
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
現
地
で
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か
を
現
地
の
人
た
ち
と

一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
私
は
こ
れ
ら
の
こ
と

を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
沢
山
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。 

私
は
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
い
く
中
で
、

自
分
に
知
識
を
つ
け
て
世
界
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
た
い

で
す
。
今
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
節
水
や
川
や
海
を
汚
さ
な
い
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
な
ど
で
す
。
一
人
が
行
動
し
て
も
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、
水
は
限

り
あ
る
資
源
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
行
動

す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
水
は
、
誰
の
も
の
で
も
な
い
み
ん
な
の
も
の

な
の
だ
か
ら
。 
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に
あ
る
学
校
で
は
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出
た
の
で
私
は
不
思
議
な
気
持

ち
に
な
っ
た
。
帰
宅
す
る
と
、
ま
た
水
が
使
え
な
い
世
界
。 

お
風
呂
は
沸
か
せ
な
い
の
で
水
で
洗
っ
た
ら
冷
た
く
て
震
え
た
。
次
の
日

か
ら
は
夕
方
高
速
に
乗
っ
て
祖
母
の
家
に
行
き
、
お
風
呂
に
入
ら
せ
て
も
ら

い
、
ポ
リ
タ
ン
ク
で
水
を
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
母
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
水
を
買
い
に
行
っ
て
も
売
っ
て
い
な
か
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
断
水

当
日
に
水
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
が
、
注
文
が
殺
到
し
て
い
た
よ

う
で
断
水
が
終
わ
る
ま
で
届
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
友
人
が
遠

く
か
ら
水
を
届
け
て
く
れ
た
り
、
近
所
の
小
学
校
に
給
水
車
が
来
て
く
れ
た

り
、
井
戸
水
を
自
由
に
く
ま
せ
て
く
れ
る
お
家
が
あ
っ
た
り
、
沢
山
の
優
し

い
気
持
ち
に
も
感
謝
し
な
が
ら
過
ご
し
た
。
こ
の
水
道
橋
崩
落
は
、
全
国
ニ

ュ
ー
ス
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
私
は
、
毎
日
「
早
く
終
わ
ら
な
い
か

な
ぁ
。
」
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
ん
な
苦
し
い
生
活
が
一
週
間
続
い

た
。 「

今
日
か
ら
水
が
出
ま
す
。
」
と
い
う
放
送
が
流
れ
て
父
が
蛇
口
を
ひ
ね

っ
た
と
き
、
濁
っ
た
水
が
勢
い
よ
く
と
び
だ
し
た
。 

「
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出
る
」
そ
ん
な
普
通
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
ど

ん
な
に
待
ち
遠
し
か
っ
た
こ
と
か…

…

。
水
が
濁
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
、
コ

ッ
プ
い
っ
ぱ
い
に
入
っ
た
水
を
一
気
に
喉
へ
流
し
込
ん
だ
。
そ
の
時
に
飲
ん

だ
水
は
、
今
ま
で
で
一
番
お
い
し
く
て
あ
た
た
か
い
味
が
し
た
。
私
は
ほ
っ

と
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。
そ
し
て
私
が
飲
ん
だ
こ
の
一
杯
の
水
が
届
く
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
々
が
昼
夜
を
問
わ
ず
働
い
て
努
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
た
。
工
事
を
し
て
、
橋
の
上
に
水
道
管
を
設
置
し

て
く
れ
た
方
々
。
浄
水
場
で
水
を
き
れ
い
に
す
る
為
に
働
い
て
く
れ
て
い
る

方
々
。
今
ま
で
あ
た
り
前
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
、
決
し
て
あ
た
り

前
で
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
た
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
水
を
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。 

             

- 5 - 

           

「
急
い
で
家
中
の
水
を
た
め
て
。」 

と
母
が
言
っ
た
。 

「
わ
か
っ
た
。」 

と
家
族
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
場
所
に
散
ら
ば
る
。 

ほ
ん
の
数
分
前
ま
で
私
た
ち
は
平
凡
な
日
曜
日
の
夕
方
を
の
ん
び
り
と

過
ご
し
て
い
た
。
ふ
い
に
友
人
達
か
ら
連
絡
が
き
た
。 

「
断
水
に
な
る
み
た
い
だ
か
ら
、
水
を
た
め
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
。」 

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
急
い
で
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
紀
ノ
川
に
か
け
ら
れ
た

水
道
橋
が
崩
落
し
た
映
像
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。 

私
た
ち
の
住
む
和
歌
山
市
は
真
ん
中
に
紀
ノ
川
が
あ
り
、
浄
水
場
は
す
べ

て
対
岸
に
あ
る
。
そ
の
水
を
運
ぶ
唯
一
の
橋
が
崩
落
し
た
の
だ
。
私
は
正
直

焦
っ
た
。
頭
が
混
乱
し
、
不
安
が
込
み
上
げ
て
く
る
。
私
は
た
だ
そ
こ
に
立

っ
て
い
た
。
そ
の
時
、
母
の
一
言
で
は
っ
と
我
に
か
え
る
。 

「
そ
う
だ
、
今
の
う
ち
に
水
を
た
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
。
」
震
え
る

心
を
な
ん
と
か
落
ち
着
か
せ
な
が
ら
私
は
蛇
口
を
ひ
ね
っ
た
。
勢
い
よ
く
ジ

ャ
ア
ア
ー
ッ
と
水
が
出
た
。「
よ
か
っ
た
、
ま
だ
水
が
出
る
。」
と
い
う
安
堵

感
。 水

を
ど
ん
ど
ん
た
め
て
い
く
。
手
分
け
し
て
、
容
器
も
探
す
。
ま
ず
は
お

風
呂
。
そ
し
て
や
か
ん
、
お
鍋
、
水
筒
、
タ
ラ
イ
、
バ
ケ
ツ
な
ど
。
そ
れ
が

終
わ
れ
ば
洗
濯
機
や
食
洗
機
を
回
し
た
り
し
な
が
ら
、
お
か
ず
や
ご
は
ん
を

大
量
に
作
っ
て
冷
凍
し
た
り
し
た
。 

「
こ
れ
か
ら
、
水
が
な
く
な
る
と
何
が
困
る
ん
だ
ろ
う
か
。」
と
想
像
し
な

が
ら
対
策
し
て
い
る
と
、
普
段
か
ら
、
水
を
使
わ
な
け
れ
ば
困
る
こ
と
だ
ら

け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気
づ
い
た
。
作
業
は
夜
遅
く
ま
で
続
い
た
。 

翌
日
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
水
は
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
少
な
く
な
っ
て
い
て
、

ツ
ン
と
薬
の
よ
う
な
匂
い
が
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
蛇
口
の
水
が
使
え
な
い

こ
と
を
知
っ
た
。
顔
を
洗
う
と
き
、
溜
め
た
水
を
少
し
汲
ん
で
洗
っ
た
。
朝

ご
は
ん
は
、
洗
い
物
が
出
な
い
よ
う
に
紙
皿
に
ラ
ッ
プ
を
か
け
た
も
の
に
ご

は
ん
を
入
れ
て
割
り
箸
で
食
べ
た
。
ト
イ
レ
は
た
め
た
水
で
流
し
た
。
対
岸

優  秀  賞 
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「
急
い
で
家
中
の
水
を
た
め
て
。」 

と
母
が
言
っ
た
。 

「
わ
か
っ
た
。」 

と
家
族
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
場
所
に
散
ら
ば
る
。 

ほ
ん
の
数
分
前
ま
で
私
た
ち
は
平
凡
な
日
曜
日
の
夕
方
を
の
ん
び
り
と

過
ご
し
て
い
た
。
ふ
い
に
友
人
達
か
ら
連
絡
が
き
た
。 

「
断
水
に
な
る
み
た
い
だ
か
ら
、
水
を
た
め
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
。」 

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
急
い
で
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
紀
ノ
川
に
か
け
ら
れ
た

水
道
橋
が
崩
落
し
た
映
像
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。 

私
た
ち
の
住
む
和
歌
山
市
は
真
ん
中
に
紀
ノ
川
が
あ
り
、
浄
水
場
は
す
べ

て
対
岸
に
あ
る
。
そ
の
水
を
運
ぶ
唯
一
の
橋
が
崩
落
し
た
の
だ
。
私
は
正
直

焦
っ
た
。
頭
が
混
乱
し
、
不
安
が
込
み
上
げ
て
く
る
。
私
は
た
だ
そ
こ
に
立

っ
て
い
た
。
そ
の
時
、
母
の
一
言
で
は
っ
と
我
に
か
え
る
。 

「
そ
う
だ
、
今
の
う
ち
に
水
を
た
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
。
」
震
え
る

心
を
な
ん
と
か
落
ち
着
か
せ
な
が
ら
私
は
蛇
口
を
ひ
ね
っ
た
。
勢
い
よ
く
ジ

ャ
ア
ア
ー
ッ
と
水
が
出
た
。「
よ
か
っ
た
、
ま
だ
水
が
出
る
。」
と
い
う
安
堵

感
。 水

を
ど
ん
ど
ん
た
め
て
い
く
。
手
分
け
し
て
、
容
器
も
探
す
。
ま
ず
は
お

風
呂
。
そ
し
て
や
か
ん
、
お
鍋
、
水
筒
、
タ
ラ
イ
、
バ
ケ
ツ
な
ど
。
そ
れ
が

終
わ
れ
ば
洗
濯
機
や
食
洗
機
を
回
し
た
り
し
な
が
ら
、
お
か
ず
や
ご
は
ん
を

大
量
に
作
っ
て
冷
凍
し
た
り
し
た
。 

「
こ
れ
か
ら
、
水
が
な
く
な
る
と
何
が
困
る
ん
だ
ろ
う
か
。」
と
想
像
し
な

が
ら
対
策
し
て
い
る
と
、
普
段
か
ら
、
水
を
使
わ
な
け
れ
ば
困
る
こ
と
だ
ら

け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気
づ
い
た
。
作
業
は
夜
遅
く
ま
で
続
い
た
。 

翌
日
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
水
は
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
少
な
く
な
っ
て
い
て
、

ツ
ン
と
薬
の
よ
う
な
匂
い
が
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
蛇
口
の
水
が
使
え
な
い

こ
と
を
知
っ
た
。
顔
を
洗
う
と
き
、
溜
め
た
水
を
少
し
汲
ん
で
洗
っ
た
。
朝

ご
は
ん
は
、
洗
い
物
が
出
な
い
よ
う
に
紙
皿
に
ラ
ッ
プ
を
か
け
た
も
の
に
ご

は
ん
を
入
れ
て
割
り
箸
で
食
べ
た
。
ト
イ
レ
は
た
め
た
水
で
流
し
た
。
対
岸

優  秀  賞 
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の
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け
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た
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く
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が
出
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だ
水
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い
う
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ん
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ん
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い
く
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す
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お
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か
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、
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鍋
、
水
筒
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タ
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、
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な
ど
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そ
れ
が

終
わ
れ
ば
洗
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機
や
食
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し
な
が
ら
、
お
か
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や
ご
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作
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な
け
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ば
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こ
と
だ
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け
で
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い
う
こ
と
に
改
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気
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い
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作
業
は
夜
遅
く
ま
で
続
い
た
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蛇
口
を
ひ
ね
る
と
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水
は
チ
ョ
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チ
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ロ
と
少
な
く
な
っ
て
い
て
、

ツ
ン
と
薬
の
よ
う
な
匂
い
が
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
蛇
口
の
水
が
使
え
な
い

こ
と
を
知
っ
た
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顔
を
洗
う
と
き
、
溜
め
た
水
を
少
し
汲
ん
で
洗
っ
た
。
朝

ご
は
ん
は
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洗
い
物
が
出
な
い
よ
う
に
紙
皿
に
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プ
を
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け
た
も
の
に
ご
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入
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に
あ
る
学
校
で
は
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出
た
の
で
私
は
不
思
議
な
気
持

ち
に
な
っ
た
。
帰
宅
す
る
と
、
ま
た
水
が
使
え
な
い
世
界
。 

お
風
呂
は
沸
か
せ
な
い
の
で
水
で
洗
っ
た
ら
冷
た
く
て
震
え
た
。
次
の
日

か
ら
は
夕
方
高
速
に
乗
っ
て
祖
母
の
家
に
行
き
、
お
風
呂
に
入
ら
せ
て
も
ら

い
、
ポ
リ
タ
ン
ク
で
水
を
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
母
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
水
を
買
い
に
行
っ
て
も
売
っ
て
い
な
か
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
断
水

当
日
に
水
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
が
、
注
文
が
殺
到
し
て
い
た
よ

う
で
断
水
が
終
わ
る
ま
で
届
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
友
人
が
遠

く
か
ら
水
を
届
け
て
く
れ
た
り
、
近
所
の
小
学
校
に
給
水
車
が
来
て
く
れ
た

り
、
井
戸
水
を
自
由
に
く
ま
せ
て
く
れ
る
お
家
が
あ
っ
た
り
、
沢
山
の
優
し

い
気
持
ち
に
も
感
謝
し
な
が
ら
過
ご
し
た
。
こ
の
水
道
橋
崩
落
は
、
全
国
ニ

ュ
ー
ス
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
私
は
、
毎
日
「
早
く
終
わ
ら
な
い
か

な
ぁ
。
」
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
ん
な
苦
し
い
生
活
が
一
週
間
続
い

た
。 「

今
日
か
ら
水
が
出
ま
す
。
」
と
い
う
放
送
が
流
れ
て
父
が
蛇
口
を
ひ
ね

っ
た
と
き
、
濁
っ
た
水
が
勢
い
よ
く
と
び
だ
し
た
。 

「
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出
る
」
そ
ん
な
普
通
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
ど

ん
な
に
待
ち
遠
し
か
っ
た
こ
と
か…

…

。
水
が
濁
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
、
コ

ッ
プ
い
っ
ぱ
い
に
入
っ
た
水
を
一
気
に
喉
へ
流
し
込
ん
だ
。
そ
の
時
に
飲
ん

だ
水
は
、
今
ま
で
で
一
番
お
い
し
く
て
あ
た
た
か
い
味
が
し
た
。
私
は
ほ
っ

と
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。
そ
し
て
私
が
飲
ん
だ
こ
の
一
杯
の
水
が
届
く
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
々
が
昼
夜
を
問
わ
ず
働
い
て
努
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
た
。
工
事
を
し
て
、
橋
の
上
に
水
道
管
を
設
置
し

て
く
れ
た
方
々
。
浄
水
場
で
水
を
き
れ
い
に
す
る
為
に
働
い
て
く
れ
て
い
る

方
々
。
今
ま
で
あ
た
り
前
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
、
決
し
て
あ
た
り

前
で
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
た
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
水
を
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。 
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和
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立
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陽
中
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内
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ち
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わ
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「
わ
ぁ
、
水
の
中
に
虹
が
で
き
て
る
。」
小
学
三
年
生
の
夏
、
私
が
家
の
外
庭
で
水
や

り
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
。
水
が
生
み
出
す
色
鮮
や
か
な
虹
を
目
の
当
た
り
に
し
て
思

わ
ず
声
を
上
げ
る
。
夏
の
暑
い
日
差
し
に
照
ら
さ
れ
て
、
水
は
一
段
と
光
り
輝
い
て
い

た
。 私

の
祖
母
は
毎
年
、
色
々
な
野
菜
や
果
物
を
育
て
て
い
る
。
祖
母
の
口
癖
は
「
も
ち

ろ
ん
水
は
人
間
に
と
っ
て
大
切
だ
け
ど
、
植
物
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
も
の
な

ん
だ
よ
。」
と
い
う
も
の
で
、
私
は
こ
の
言
葉
の
意
味
を
あ
ま
り
深
く
考
え
て
い
な
か
っ

た
。
け
れ
ど
私
は
、
と
に
か
く
水
は
生
命
を
育
む
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。 

あ
る
夏
の
暑
い
日
、
家
に
い
て
も
手
持
無
沙
汰
だ
っ
た
の
で
、
折
角
な
ら
庭
で
水
や

り
を
し
よ
う
と
外
に
出
た
。
す
る
と
、
祖
母
が
先
に
水
や
り
を
し
て
い
た
。
家
の
庭
で

は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
オ
ク
ラ
、
ネ
ギ
、
エ
ン
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
色
々
育
て
て
い
る
の

だ
が
、毎
日
丁
寧
に
水
を
や
っ
て
い
る
お
陰
で
、植
物
は
す
く
す
く
成
長
し
て
い
っ
た
。

や
が
て
、
育
て
て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
た
ち
が
実
り
、
た
く
さ
ん
の
つ
ぼ
み
を
つ
け

た
。
あ
れ
ほ
ど
小
さ
か
っ
た
種
が
立
派
な
実
や
つ
ぼ
み
を
つ
け
た
の
だ
。
私
は
改
め
て

水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

そ
の
日
か
ら
長
い
年
月
が
経
ち
、
私
は
中
学
生
に
な
っ
た
。
入
学
後
、
私
は
環
境
の

授
業
で
水
に
つ
い
て
詳
し
く
教
わ
っ
た
。
内
容
は
、「
水
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
知
っ
て

い
る
か
」
と
い
う
も
の
で
、
水
を
一
滴
も
飲
ま
な
け
れ
ば
、
た
っ
た
四
、
五
日
し
か
も

た
な
い
の
に
対
し
、
水
分
と
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
っ
て
い
れ
ば
、
二
、
三
週
間
ほ
ど
生

き
て
い
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
体
内
の
水
分
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
失
う
と
死
ん
で

し
ま
う
そ
う
だ
。
こ
の
授
業
で
、
水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
と
い
う

こ
と
を
知
っ
た
。 

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
私
は
よ
り
水
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
間
だ
け

で
な
く
、
人
間
以
外
の
生
態
系
も
同
様
に
、
水
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
誰
も
が

必
要
と
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
だ
が
、
私
た
ち
は
、
生
き
て
い
く
の
に
水
を
利
用

す
る
の
と
引
き
換
え
に
、
生
活
排
水
な
ど
と
し
て
、
汚
れ
た
水
を
流
し
て
い
る
の
だ
。

私
た
ち
で
汚
し
た
以
上
、
今
後
水
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
責
任
は
私
た
ち
人
間
に
あ
り
、
未
来
の
環
境
問
題
は
一
人
一
人
の
努
力

に
懸
か
っ
て
い
る
と
私
は
思
う
。
汚
れ
た
水
を
「
魚
が
住
め
る
程
度
の
水
」
に
戻
す
た

め
に
は
ど
れ
だ
け
の
水
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
水
資
源
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。 

一
つ
目
の
疑
問
に
つ
い
て
、
例
と
し
て
牛
乳
を
挙
げ
る
。
牛
乳
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で

あ
れ
ば
綺
麗
に
す
る
た
め
に
千
五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
だ
と
い
う
。
こ
れ
を

聞
い
て
ま
す
ま
す
水
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
。 

二
つ
目
の
疑
問
に
つ
い
て
、「
一
人
一
人
が
取
り
組
め
る
も
の
」
と
す
る
と
、
節
水
が

最
も
効
果
的
だ
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
用
水
に
再
利
用
す

る
こ
と
や
、
食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油
汚
れ
を
新
聞
紙
や
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
落
と

し
て
か
ら
水
洗
い
を
す
る
な
ど
で
あ
る
。こ
れ
ら
は
、私
の
家
で
も
取
り
組
ん
で
い
て
、

た
っ
た
一
工
夫
で
大
量
の
水
の
無
駄
を
削
減
で
き
る
。
是
非
み
ん
な
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。 

現
在
世
界
的
に
深
刻
化
し
て
い
る
環
境
問
題
の
一
つ
に
、
海
洋
汚
染
が
あ
る
。
人
間

の
手
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
水
を
海
に
流
し
、
そ
の
挙
げ
句
に
海
洋
生
物
た
ち
の
す
み

か
や
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
壊
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
中
で
も

特
に
問
題
と
な
っ
て
お
り
、小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、消
え
ず
に
存
在
し
続
け
、

そ
れ
ら
を
誤
っ
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
海
洋
生
物
が
死
に
至
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
生
態
系
自
体
を
も
壊
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
海
洋
汚
染
防
止

の
た
め
に
世
界
中
で
様
々
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
一
人
一

人
が
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
。
綺
麗
な
水
を
世
界
中
の
人
に
供
給
す
る
た
め
に
は
、

水
の
恵
み
に
感
謝
し
、
海
洋
汚
染
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。 
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水
と
生
き
る 

開
智
中
学
校

一
年

奥
村

お
く
む
ら

侑ゆ
う

誠せ
い 

 

僕
の
家
は
奈
良
県
か
ら
和
歌
山
県
ま
で
流
れ
る
紀
ノ
川
の
近
く
で
祖
父
母
が
農
業
を

営
ん
で
い
る
。
紀
ノ
川
の
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
桃
と
バ
ラ
を
栽
培
し
て
い
る
。
桃

栽
培
は
一
年
に
一
度
の
収
穫
だ
が
バ
ラ
栽
培
は
一
年
を
通
し
て
の
収
穫
に
な
る
。
お
い

し
い
桃
を
作
り
、
出
荷
し
、
店
頭
に
並
ぶ
。
そ
の
桃
を
消
費
者
の
人
達
が
買
い
求
め
て

く
れ
る
。
お
い
し
い
と
喜
ん
で
く
れ
る
笑
顔
に
農
作
業
の
疲
れ
も
飛
ん
で
行
く
と
祖
父

母
が
話
し
て
い
た
。
バ
ラ
栽
培
も
同
様
で
、
毎
日
の
手
間
暇
か
け
た
世
話
が
花
の
開
花

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
し
か
し
世
話
を
す
る
だ
け
で
は
、
植
物
は
育
た
な
い
。
何
よ
り

も
大
切
な
の
は
水
と
太
陽
だ
。
桃
栽
培
で
言
う
と
、
花
が
咲
く
頃
に
雨
の
日
が
長
く
続

く
と
、
受
粉
が
う
ま
く
い
か
ず
、
実
の
つ
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
変
形
の
実
が
多
く
な

っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
反
対
に
晴
天
の
日
が
続
く
と
着
果
は
良
い
が
実
が
大
き
く
育
た

な
い
そ
う
だ
。
適
度
な
雨
、
適
度
な
日
光
と
温
度
が
農
業
に
大
き
く
左
右
す
る
と
い
う

事
が
分
か
る
。
雨
が
降
り
続
く
と
い
う
こ
と
は
自
然
の
事
な
の
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
が
、
晴
天
が
続
く
場
合
に
備
え
て
、
僕
の
家
の
周
り
の
畑
で
は
、
井
戸
を
堀
り
、

ポ
ン
プ
で
地
下
水
を
作
物
に
送
る
よ
う
に
し
て
い
る
。バ
ラ
栽
培
に
お
い
て
も
そ
う
だ
。

水
栽
培
を
し
て
い
る
為
、
水
は
不
可
欠
な
も
の
だ
。
水
が
無
け
れ
ば
、
液
肥
が
送
れ
な

く
な
り
、
バ
ラ
の
木
自
体
が
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
数
十
年
も
前
に
、
夏
、
雨
が

降
ら
な
か
っ
た
為
、
水
不
足
に
な
り
四
国
地
方
の
バ
ラ
栽
培
農
家
に
多
く
の
被
害
が
出

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
祖
父
が
話
を
し
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
植
物
が
生
き
て
い
く

上
で
ど
れ
だ
け
大
切
な
も
の
な
の
か
が
分
か
る
。
そ
れ
は
植
物
だ
け
で
は
な
い
。
動
物

に
し
て
も
人
間
に
と
っ
て
も
、
水
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
だ
。 

昨
年
、
和
歌
山
市
で
六
十
谷
水
管
橋
の
一
部
が
崩
落
す
る
と
い
う
事
故
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
紀
ノ
川
以
北
地
域
約
六
万
戸
で
断
水
が
あ
っ
た
。
僕
は
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ

た
が
、
水
が
出
な
い
と
い
う
生
活
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
く
、
漠
然
と
テ
レ
ビ
を
見
て

い
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
叔
父
一
家
が
断
水
の
た
め
、
僕
の
家
に
一
週
間
ほ
ど
滞

在
し
た
。
叔
父
一
家
が
帰
っ
て
き
て
急
に
起
こ
っ
た
事
故
だ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
、

毎
日
の
当
た
り
前
の
生
活
が
で
き
な
く
、
生
活
が
一
変
し
た
と
話
す
姿
に
事
の
大
き
さ

を
痛
感
し
た
。
僕
は
一
日
の
生
活
の
流
れ
を
考
え
て
、
起
床
す
る
、
お
風
呂
に
入
る
、

洗
濯
を
す
る
、
全
て
が
水
に
通
じ
て
い
る
。
叔
父
の
よ
う
に
帰
る
家
が
あ
る
人
は
良
い

が
、
そ
の
場
に
居
て
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
は
想
像
を
絶
し
た
。
日
本
は

水
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
世
界
を
見
わ
た
せ
ば
水
道
の
な
い
国
も
あ
る
。
何
キ
ロ

と
離
れ
た
所
に
水
を
汲
み
に
行
く
事
、
そ
の
水
が
綺
麗
で
な
く
と
も
命
を
繋
ぐ
た
め
に

汲
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
絶
対
に
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
人
間
が
衛
生
的
に
暮
ら
す
た
め
に
は
最
低
で
も
一
日
で
約
二
十
リ
ッ
ト

ル
の
水
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
日
十
リ
ッ
ト
ル
以
下
と
い
う
国
が
約
二
十
ヵ

国
も
あ
る
そ
う
だ
。
し
か
し
、
水
が
少
な
い
か
ら
と
言
っ
て
も
作
物
を
育
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
限
ら
れ
て
い
る
水
を
ど
の
よ
う
に
効
率
的
に
使
う
か
と
い
う
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
例
え
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
農
業
生
産
で
は
三
十
年
で

約
五
倍
に
成
長
し
た
と
い
う
が
水
使
用
量
は
増
え
て
い
な
い
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
方

法
は
点
滴
灌
漑
と
い
う
技
術
で
限
ら
れ
た
水
を
作
物
に
与
え
る
こ
と
で
で
き
る
ら
し
い
。

点
滴
灌
漑
と
は
簡
単
に
言
う
と
灌
漑
水
を
点
滴
す
る
よ
う
に
す
る
方
法
で
あ
る
。 

近
年
、
温
暖
化
に
よ
り
集
中
豪
雨
や
大
型
台
風
と
い
っ
た
異
常
気
象
が
年
々
と
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
水
は
時
に
姿
を
変
え
、
僕
た
ち
に
襲
い
か
か
り
、
多
く

の
悲
し
み
を
生
み
、
毎
日
の
生
活
を
流
し
て
し
ま
う
。
反
面
、
プ
ー
ル
や
海
水
浴
と
い

っ
た
僕
た
ち
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
物
で
も
あ
る
。
水
は
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
持
っ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
僕
の
生
活
を
す
る
場
所
は
川
や
地
下
水
に
も
恵
ま
れ
生
活
の
し

や
す
い
所
だ
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
無
駄
に
水
を
使
う
の
で
は
な
く
、
節
水
を
忘
れ
ず
水

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
水
と
共
に
生
き
る
た
め
に
。 
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水
と
生
き
る 

開
智
中
学
校

一
年

奥
村

お
く
む
ら

侑ゆ
う

誠せ
い 

 

僕
の
家
は
奈
良
県
か
ら
和
歌
山
県
ま
で
流
れ
る
紀
ノ
川
の
近
く
で
祖
父
母
が
農
業
を

営
ん
で
い
る
。
紀
ノ
川
の
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
桃
と
バ
ラ
を
栽
培
し
て
い
る
。
桃

栽
培
は
一
年
に
一
度
の
収
穫
だ
が
バ
ラ
栽
培
は
一
年
を
通
し
て
の
収
穫
に
な
る
。
お
い

し
い
桃
を
作
り
、
出
荷
し
、
店
頭
に
並
ぶ
。
そ
の
桃
を
消
費
者
の
人
達
が
買
い
求
め
て

く
れ
る
。
お
い
し
い
と
喜
ん
で
く
れ
る
笑
顔
に
農
作
業
の
疲
れ
も
飛
ん
で
行
く
と
祖
父

母
が
話
し
て
い
た
。
バ
ラ
栽
培
も
同
様
で
、
毎
日
の
手
間
暇
か
け
た
世
話
が
花
の
開
花

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
し
か
し
世
話
を
す
る
だ
け
で
は
、
植
物
は
育
た
な
い
。
何
よ
り

も
大
切
な
の
は
水
と
太
陽
だ
。
桃
栽
培
で
言
う
と
、
花
が
咲
く
頃
に
雨
の
日
が
長
く
続

く
と
、
受
粉
が
う
ま
く
い
か
ず
、
実
の
つ
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
変
形
の
実
が
多
く
な

っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
反
対
に
晴
天
の
日
が
続
く
と
着
果
は
良
い
が
実
が
大
き
く
育
た

な
い
そ
う
だ
。
適
度
な
雨
、
適
度
な
日
光
と
温
度
が
農
業
に
大
き
く
左
右
す
る
と
い
う

事
が
分
か
る
。
雨
が
降
り
続
く
と
い
う
こ
と
は
自
然
の
事
な
の
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
が
、
晴
天
が
続
く
場
合
に
備
え
て
、
僕
の
家
の
周
り
の
畑
で
は
、
井
戸
を
堀
り
、

ポ
ン
プ
で
地
下
水
を
作
物
に
送
る
よ
う
に
し
て
い
る
。バ
ラ
栽
培
に
お
い
て
も
そ
う
だ
。

水
栽
培
を
し
て
い
る
為
、
水
は
不
可
欠
な
も
の
だ
。
水
が
無
け
れ
ば
、
液
肥
が
送
れ
な

く
な
り
、
バ
ラ
の
木
自
体
が
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
数
十
年
も
前
に
、
夏
、
雨
が

降
ら
な
か
っ
た
為
、
水
不
足
に
な
り
四
国
地
方
の
バ
ラ
栽
培
農
家
に
多
く
の
被
害
が
出

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
祖
父
が
話
を
し
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
植
物
が
生
き
て
い
く

上
で
ど
れ
だ
け
大
切
な
も
の
な
の
か
が
分
か
る
。
そ
れ
は
植
物
だ
け
で
は
な
い
。
動
物

に
し
て
も
人
間
に
と
っ
て
も
、
水
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
だ
。 

昨
年
、
和
歌
山
市
で
六
十
谷
水
管
橋
の
一
部
が
崩
落
す
る
と
い
う
事
故
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
紀
ノ
川
以
北
地
域
約
六
万
戸
で
断
水
が
あ
っ
た
。
僕
は
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ

た
が
、
水
が
出
な
い
と
い
う
生
活
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
く
、
漠
然
と
テ
レ
ビ
を
見
て

い
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
叔
父
一
家
が
断
水
の
た
め
、
僕
の
家
に
一
週
間
ほ
ど
滞

在
し
た
。
叔
父
一
家
が
帰
っ
て
き
て
急
に
起
こ
っ
た
事
故
だ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
、

毎
日
の
当
た
り
前
の
生
活
が
で
き
な
く
、
生
活
が
一
変
し
た
と
話
す
姿
に
事
の
大
き
さ

を
痛
感
し
た
。
僕
は
一
日
の
生
活
の
流
れ
を
考
え
て
、
起
床
す
る
、
お
風
呂
に
入
る
、

洗
濯
を
す
る
、
全
て
が
水
に
通
じ
て
い
る
。
叔
父
の
よ
う
に
帰
る
家
が
あ
る
人
は
良
い

が
、
そ
の
場
に
居
て
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
は
想
像
を
絶
し
た
。
日
本
は

水
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
世
界
を
見
わ
た
せ
ば
水
道
の
な
い
国
も
あ
る
。
何
キ
ロ

と
離
れ
た
所
に
水
を
汲
み
に
行
く
事
、
そ
の
水
が
綺
麗
で
な
く
と
も
命
を
繋
ぐ
た
め
に

汲
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
絶
対
に
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
人
間
が
衛
生
的
に
暮
ら
す
た
め
に
は
最
低
で
も
一
日
で
約
二
十
リ
ッ
ト

ル
の
水
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
日
十
リ
ッ
ト
ル
以
下
と
い
う
国
が
約
二
十
ヵ

国
も
あ
る
そ
う
だ
。
し
か
し
、
水
が
少
な
い
か
ら
と
言
っ
て
も
作
物
を
育
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
限
ら
れ
て
い
る
水
を
ど
の
よ
う
に
効
率
的
に
使
う
か
と
い
う
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
例
え
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
農
業
生
産
で
は
三
十
年
で

約
五
倍
に
成
長
し
た
と
い
う
が
水
使
用
量
は
増
え
て
い
な
い
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
方

法
は
点
滴
灌
漑
と
い
う
技
術
で
限
ら
れ
た
水
を
作
物
に
与
え
る
こ
と
で
で
き
る
ら
し
い
。

点
滴
灌
漑
と
は
簡
単
に
言
う
と
灌
漑
水
を
点
滴
す
る
よ
う
に
す
る
方
法
で
あ
る
。 

近
年
、
温
暖
化
に
よ
り
集
中
豪
雨
や
大
型
台
風
と
い
っ
た
異
常
気
象
が
年
々
と
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
水
は
時
に
姿
を
変
え
、
僕
た
ち
に
襲
い
か
か
り
、
多
く

の
悲
し
み
を
生
み
、
毎
日
の
生
活
を
流
し
て
し
ま
う
。
反
面
、
プ
ー
ル
や
海
水
浴
と
い

っ
た
僕
た
ち
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
物
で
も
あ
る
。
水
は
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
持
っ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
僕
の
生
活
を
す
る
場
所
は
川
や
地
下
水
に
も
恵
ま
れ
生
活
の
し

や
す
い
所
だ
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
無
駄
に
水
を
使
う
の
で
は
な
く
、
節
水
を
忘
れ
ず
水

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
水
と
共
に
生
き
る
た
め
に
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池
の
写
真 

和
歌
山
県
立
向
陽
中
学
校

二
年

小
谷

こ

た

に

咲さ

貴き 
 

私
は
毎
日
池
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。
私
が
毎
日
使
っ
て
い
る
通
学
路
に
は
、
特
別

大
き
い
訳
で
は
な
い
が
、
と
て
も
綺
麗
な
池
が
あ
る
。
夏
は
少
し
涼
し
く
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
気
が
し
て
、
冬
は
反
射
す
る
光
が
綺
麗
で
、
昨
年
の
五
月
頃
か
ら
写
真
を
撮
り

始
め
た
。
今
で
は
二
百
枚
近
く
の
写
真
が
た
ま
っ
て
い
る
。 

私
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
は
、
た
く
さ
ん
の
た
め
池
が
あ
る
。
六
年
間
通
っ
た
小
学

校
の
名
前
に
「
池
」
と
い
う
字
が
入
る
ほ
ど
だ
。
な
ん
と
五
十
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程

の
町
内
に
八
十
個
以
上
の
池
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
池
の
多
く
に
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
私
は
、
ポ
イ
捨
て
が
し
て
は
い
け
な
い

事
な
の
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
何
故
な
の
か
は
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
調
べ
る
こ

と
に
し
た
。
分
か
っ
た
の
は
、
ご
み
に
よ
る
影
響
は
と
て
も
大
き
い
と
い
う
事
だ
。
例

と
し
て
鳥
や
魚
が
誤
食
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
が
ポ
リ
袋
を
食
べ
て
し
ま
い
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
、
海
洋
ご

み
の
問
題
を
よ
く
見
る
が
、
池
や
川
も
同
じ
な
の
だ
。
他
に
も
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
害
虫
、
悪
臭
の
発
生
な
ど
、
様
々
な
影
響
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
ま
た
、
管
理
を

す
る
上
で
の
問
題
も
あ
る
そ
う
だ
。
た
め
池
は
常
に
水
が
流
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

水
を
流
す
必
要
が
あ
る
と
き
だ
け
水
門
が
開
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
水
門
に
捨

て
ら
れ
た
ご
み
が
堆
積
し
て
し
ま
い
、
故
障
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

私
が
小
学
五
年
生
の
時
、
大
畑
才
蔵
と
い
う
、
江
戸
時
代
、
紀
州
藩
の
役
人
と
し
て

大
規
模
な
灌
漑
工
事
を
行
っ
た
人
物
に
つ
い
て
調
べ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
学

ん
だ
の
が
「
小
田
井
用
水
」
と
い
う
物
だ
。
和
歌
山
県
と
奈
良
県
を
流
れ
る
紀
の
川
の

北
部
の
農
業
に
と
て
も
役
立
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
紀
の
川
の
北
部
は
徐
々
に
標
高

が
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
稲
作
に
必
要
な
水
が
足
り
な
い
か
ら
だ
。
農
業
に
は
、
米

は
と
く
に
水
分
が
大
切
だ
と
聞
く
。
も
し
そ
の
水
が
汚
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
、

様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
だ
ろ
う
。
用
水
路
な
ど
に
住
ん
で
い
た
植
物
は
移
動
す
る
こ

と
も
で
き
ず
枯
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
動
物
も
場
合
に
よ
っ
て
は
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。 

一
口
に
水
と
い
っ
て
も
様
々
な
水
が
あ
る
。
人
間
が
飲
む
た
め
の
水
、
農
作
物
を
育

て
る
た
め
の
水
、
雨
や
雪
も
そ
う
だ
ろ
う
。
普
段
は
こ
の
水
が
全
て
を
繋
が
っ
て
い
る

と
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
意
識
し
て
み
る
と
、
水
を
大
切
に
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ポ
イ
捨
て
も
洗
剤
の
使
い
過
ぎ
も
一
人
な
ら
、
環
境
へ
の
影
響
は
ほ

と
ん
ど
無
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
一
人
の
場
合
だ
か
ら
こ
そ
の
話
で
あ
っ
て
、
全

国
の
人
々
が
、
世
界
中
の
人
々
が
一
斉
に
行
う
と
、
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
な
被
害

が
出
て
し
ま
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
美
し
い
景
色
も
、
健
康
に
何
の
害
も
な
い
農
作
物
も

あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
い
く
だ
ろ
う
。だ
か
ら
私
は
、環
境
問
題
は
自
分
だ
け
な
ら
、

一
人
く
ら
い
大
丈
夫
と
い
う
事
は
言
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

世
界
に
あ
る
水
の
量
に
は
限
界
が
あ
る
。
汚
し
て
し
ま
っ
た
水
を
流
せ
ば
、
新
し
い

綺
麗
な
水
が
出
て
く
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
だ
か
ら
海
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な

く
、身
近
に
あ
る
川
や
池
に
も
注
目
し
て
み
て
ほ
し
い
。理
由
は
何
で
も
い
い
と
思
う
。

用
水
路
に
住
ん
で
い
る
動
植
物
を
残
し
た
い
か
ら
で
も
、
た
だ
環
境
を
守
り
た
い
か
ら

と
い
う
も
の
で
も
良
い
と
思
う
。
私
は
い
つ
も
の
綺
麗
な
池
の
写
真
を
撮
り
続
け
た
い

か
ら
、
水
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 
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バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
私
た
ち
の
生
活 

和
歌
山
県
立
田
辺
中
学
校

三
年

辻
岡

つ
じ
お
か

慈い

月つ
き 

 

あ
な
た
は
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

バ
ー
チ
ャ
ル
は
仮
想
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
仮
想
水
」
と
も
言
い

換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
は
、
食
料
を
輸
入
し
て
い
る
国

に
お
い
て
、
も
し
そ
の
輸
入
食
料
を
生
産
す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
程
度
の
水
が
必
要
か

を
推
定
し
た
も
の
だ
。
水
資
源
が
不
足
し
て
い
る
国
々
の
多
く
は
、
生
産
に
多
量
の
水

が
必
要
な
食
料
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
私
た
ち
が
住
む
日
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

食
料
自
給
率
が
低
い
日
本
で
は
、
食
料
の
供
給
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
そ
の

量
お
よ
そ
八
十
兆
リ
ッ
ト
ル
。
つ
ま
り
、
水
資
源
が
比
較
的
豊
富
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
大
量
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
輸
入
、
食
料
を
得
る
た
め
に
他
国
の
水
資
源

を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
日
本
が
輸
入
し
て
い
る
食
料
は
砂
漠

の
多
い
国
や
、
水
資
源
が
貴
重
で
あ
る
国
か
ら
き
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な

国
か
ら
輸
入
を
続
け
る
こ
と
は
生
産
国
の
人
々
の
生
活
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
。
だ
か

ら
、「
こ
ん
な
に
水
が
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
驚
く
だ
け
で
な
く
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
の
考
え
を
通
し
て
世
界
の
水
資
源
の
問
題
を
理
解
す
る
よ
う
、
意
識
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。 

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
関
係
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
。

こ
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
る
と
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
水
資
源
に
関
す
る
問
題
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
て
く
る
。
人
間
が
使
え
る
地
球
上
の
水
は
、
地
球
全
体
の
約
０
．
０
１
パ

ー
セ
ン
ト
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
淡
水
の
う
ち
七
割
は
氷
河
が
占
め
、
そ
の
ほ
か
に

汚
染
さ
れ
た
水
や
物
理
的
に
使
用
不
可
な
水
も
あ
り
、
人
間
が
実
際
に
使
用
で
き
る
淡

水
の
量
は
ご
く
わ
ず
か
だ
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
淡
水
は
偏
在
し
て
お
り
、
水
資
源
の

豊
か
な
国
と
乏
し
い
国
が
あ
る
。
こ
う
し
た
環
境
下
、
水
不
足
の
基
本
的
な
原
因
は
、

人
口
増
加
に
よ
る
食
糧
増
産
や
水
使
用
の
増
加
、
産
業
の
発
展
に
よ
る
水
資
源
の
汚
染

や
枯
渇
、
水
資
源
の
地
理
的
偏
在
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
気
候
変
動
も
水
不
足
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

私
た
ち
日
本
人
が
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
減
ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
な
に
か
。

そ
れ
は
主
に
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
食
生
活
・
習
慣
を
見
直
す
こ
と
だ
。
日
本
で
も

肉
を
中
心
と
し
た
食
生
活
は
広
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
牛
・
豚
な
ど
の
畜
産
物
は
生
産
の

た
め
に
穀
物
や
野
菜
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
水
を
使
う
。
肉
中
心
の
生
活
を
変
革
し

て
い
く
こ
と
で
、
絶
対
的
な
水
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
二
つ
目
は
、
世

界
的
な
水
不
足
の
偏
在
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、地
元
産
品
の
地
産
地
消
を
す
る
こ
と
だ
。

輸
入
を
行
う
こ
と
は
、
他
国
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
押
し
付
け
て
い
た
水
資
源
と

水
不
足
の
リ
ス
ク
を
、
自
国
が
持
つ
こ
と
で
水
資
源
の
限
界
を
常
に
身
に
感
じ
て
お
く

こ
と
が
可
能
だ
。
特
に
日
本
で
は
国
内
で
賄
う
こ
と
の
で
き
る
水
資
源
量
や
使
用
許
容

量
を
超
え
て
日
々
水
を
使
い
続
け
て
い
る
た
め
、「
今
後
社
会
を
持
続
さ
せ
て
い
く
」
と

い
う
観
点
で
は
必
要
不
可
欠
な
取
り
組
み
と
い
え
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
改
め
て
、
日
本
と
い
う
水
の
豊

か
な
国
で
暮
ら
す
私
た
ち
も
、
実
は
他
国
の
水
資
源
に
支
え
ら
れ
て
、
生
活
で
き
て
い

る
の
だ
な
と
感
じ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
一
人
が
無
理
の
な
い
範
囲
で
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。 

            

─ 9 ─



- 10 - 

入

選

 
 

バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
私
た
ち
の
生
活 

和
歌
山
県
立
田
辺
中
学
校

三
年

辻
岡

つ
じ
お
か

慈い

月つ
き 

 

あ
な
た
は
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

バ
ー
チ
ャ
ル
は
仮
想
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
仮
想
水
」
と
も
言
い

換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
は
、
食
料
を
輸
入
し
て
い
る
国

に
お
い
て
、
も
し
そ
の
輸
入
食
料
を
生
産
す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
程
度
の
水
が
必
要
か

を
推
定
し
た
も
の
だ
。
水
資
源
が
不
足
し
て
い
る
国
々
の
多
く
は
、
生
産
に
多
量
の
水

が
必
要
な
食
料
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
私
た
ち
が
住
む
日
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

食
料
自
給
率
が
低
い
日
本
で
は
、
食
料
の
供
給
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
そ
の

量
お
よ
そ
八
十
兆
リ
ッ
ト
ル
。
つ
ま
り
、
水
資
源
が
比
較
的
豊
富
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
大
量
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
輸
入
、
食
料
を
得
る
た
め
に
他
国
の
水
資
源

を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
日
本
が
輸
入
し
て
い
る
食
料
は
砂
漠

の
多
い
国
や
、
水
資
源
が
貴
重
で
あ
る
国
か
ら
き
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な

国
か
ら
輸
入
を
続
け
る
こ
と
は
生
産
国
の
人
々
の
生
活
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
。
だ
か

ら
、「
こ
ん
な
に
水
が
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
驚
く
だ
け
で
な
く
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
の
考
え
を
通
し
て
世
界
の
水
資
源
の
問
題
を
理
解
す
る
よ
う
、
意
識
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。 

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
関
係
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
。

こ
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
る
と
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
水
資
源
に
関
す
る
問
題
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
て
く
る
。
人
間
が
使
え
る
地
球
上
の
水
は
、
地
球
全
体
の
約
０
．
０
１
パ

ー
セ
ン
ト
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
淡
水
の
う
ち
七
割
は
氷
河
が
占
め
、
そ
の
ほ
か
に

汚
染
さ
れ
た
水
や
物
理
的
に
使
用
不
可
な
水
も
あ
り
、
人
間
が
実
際
に
使
用
で
き
る
淡

水
の
量
は
ご
く
わ
ず
か
だ
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
淡
水
は
偏
在
し
て
お
り
、
水
資
源
の

豊
か
な
国
と
乏
し
い
国
が
あ
る
。
こ
う
し
た
環
境
下
、
水
不
足
の
基
本
的
な
原
因
は
、

人
口
増
加
に
よ
る
食
糧
増
産
や
水
使
用
の
増
加
、
産
業
の
発
展
に
よ
る
水
資
源
の
汚
染

や
枯
渇
、
水
資
源
の
地
理
的
偏
在
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
気
候
変
動
も
水
不
足
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

私
た
ち
日
本
人
が
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
減
ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
な
に
か
。

そ
れ
は
主
に
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
食
生
活
・
習
慣
を
見
直
す
こ
と
だ
。
日
本
で
も

肉
を
中
心
と
し
た
食
生
活
は
広
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
牛
・
豚
な
ど
の
畜
産
物
は
生
産
の

た
め
に
穀
物
や
野
菜
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
水
を
使
う
。
肉
中
心
の
生
活
を
変
革
し

て
い
く
こ
と
で
、
絶
対
的
な
水
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
二
つ
目
は
、
世

界
的
な
水
不
足
の
偏
在
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、地
元
産
品
の
地
産
地
消
を
す
る
こ
と
だ
。

輸
入
を
行
う
こ
と
は
、
他
国
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
押
し
付
け
て
い
た
水
資
源
と

水
不
足
の
リ
ス
ク
を
、
自
国
が
持
つ
こ
と
で
水
資
源
の
限
界
を
常
に
身
に
感
じ
て
お
く

こ
と
が
可
能
だ
。
特
に
日
本
で
は
国
内
で
賄
う
こ
と
の
で
き
る
水
資
源
量
や
使
用
許
容

量
を
超
え
て
日
々
水
を
使
い
続
け
て
い
る
た
め
、「
今
後
社
会
を
持
続
さ
せ
て
い
く
」
と

い
う
観
点
で
は
必
要
不
可
欠
な
取
り
組
み
と
い
え
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
改
め
て
、
日
本
と
い
う
水
の
豊

か
な
国
で
暮
ら
す
私
た
ち
も
、
実
は
他
国
の
水
資
源
に
支
え
ら
れ
て
、
生
活
で
き
て
い

る
の
だ
な
と
感
じ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
一
人
が
無
理
の
な
い
範
囲
で
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
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当
た
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幸
せ 

和
歌
山
信
愛
中
学
校

二
年

辻
本

つ
じ
も
と

葵
あ
お
い 

水
。
そ
れ
は
、
生
活
す
る
上
で
と
て
も
身
近
に
あ
る
も
の
だ
。
手
を
洗
っ
た
り
、
料

理
に
使
っ
た
り…

…

。
ト
イ
レ
で
水
を
流
す
こ
と
も
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
、
普
段
か
ら
あ
ま
り
意
識
し
て
水
の
大
切
さ
や
あ
り
が
た
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
今
回
水
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
な
っ
て
、
自
分
が
一
日

の
生
活
で
ど
れ
く
ら
い
水
を
使
っ
て
い
る
の
か
が
気
に
な
り
、
調
べ
て
み
た
。 

朝
、
身
じ
た
く
を
す
る
と
き
に
使
う
水
を
、
流
さ
ず
に
バ
ケ
ツ
に
貯
め
て
み
た
。
す

る
と
、
約
四
．
五
リ
ッ
ト
ル
使
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
夜
、
お
風
呂
に
入
る
と

き
も
表
示
さ
れ
る
水
量
を
見
て
、
七
十
九
リ
ッ
ト
ル
も
使
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
調
べ
て
み
る
と
、
家
庭
で
一
人
が
一
日
に
使
う
水
の
量
が
平

均
二
百
十
四
リ
ッ
ト
ル
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
た
。
生
き
て
い
く
の
に
、
毎
日
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
水
が
欠
か
せ
な
い
の
か
と
驚
い
て
し
ま
っ
た
。 

日
本
で
は
、
毎
日
透
明
で
き
れ
い
な
水
が
出
て
当
た
り
前
だ
が
、
き
れ
い
な
水
が
出

る
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
い
国
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
国
の
水
の
環
境
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。 

今
回
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
国
を
選
ん
だ
の
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
が
所
属
し

て
い
る
部
活
だ
。こ
の
部
活
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
と
い
う
活
動
を
し
て
お
り
、

先
輩
方
が
中
心
に
な
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
達
や
シ
ス
タ
ー
が
困

っ
て
い
る
こ
と
を
課
題
に
し
て
、話
し
合
い
を
し
た
り
実
際
に
交
流
し
た
り
し
て
い
る
。

こ
の
部
に
入
部
し
て
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
国
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
た
。
だ
か

ら
、
水
環
境
に
つ
い
て
も
知
り
た
く
な
っ
た
。 

実
際
に
調
べ
て
み
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
約
三
百
八
十
万
人
が
安
全
な
水
を
飲
む

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
ら
し
い
。
特
に
農
村
部
で
は
安
全
な
水
を
飲
め
る
割
合
が
低
下

し
て
お
り
、
そ
こ
に
い
る
子
ど
も
達
は
い
つ
下
痢
に
襲
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
生
活
し
て
い
る
と
い
う
。
飲
み
水
だ
け
で
は
な
く
、
約
十
人
の
う
ち
六
人
が
適
切
な

ト
イ
レ
を
使
え
な
い
と
書
か
れ
て
い
た
。 

そ
ん
な
中
、
安
全
で
清
潔
な
水
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
タ
ー

エ
イ
ド
と
い
う
団
体
を
知
っ
た
。
こ
の
団
体
は
、
一
九
八
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
設
立
さ

れ
、
約
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
、
給
水
設
備
や
ト
イ
レ
の
設
置
を
行
い
、
そ
の
技
術
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
付
く
よ
う
に
し
て
い
る
。 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
や
発
展
し
た
町
で
は
、
水
の
設
備
や
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
国
内
ど
こ
で
も
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
人
々
は
毎
日
水
を
く
み
に

行
く
。
し
か
し
、
水
を
く
む
の
に
は
た
く
さ
ん
の
時
間
と
体
力
が
必
要
で
あ
り
、
と
て

も
し
ん
ど
い
し
大
変
だ
。 

そ
れ
に
比
べ
て
日
本
で
は
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
、
全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も

透
明
な
水
が
出
る
。
そ
れ
に
、
そ
の
水
を
飲
ん
で
も
お
腹
を
こ
わ
す
こ
と
は
な
い
。
私

達
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
。
で
も
そ
れ
が
、
ど
ん
な
に
す
ご
い
こ
と
か
、

ど
ん
な
に
優
れ
た
技
術
か
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

感
謝
し
て
水
を
使
う
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
当
た
り
前
は
幸
せ
だ
と
い
う
こ
と
も
忘
れ

な
い
。 

当
た
り
前
に
き
れ
い
で
安
全
な
水
が
出
る
幸
せ
を
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
に
も
感
じ

て
も
ら
い
た
い
と
強
く
思
っ
た
。
日
本
に
と
っ
て
は
も
う
達
成
で
き
て
い
る
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
十
七
の
目
標
の
一
つ
「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」
は
、
ま
だ
カ
ン
ボ
ジ

ア
や
他
の
国
々
で
は
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
今
、
私
に
は
、
直
接
現
地
の
人
達
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
々
、
感
謝
し
て
使
う
こ
と
が
、
き
っ
と
今
私
に

で
き
る
こ
と
だ
。
こ
れ
か
ら
も
、
水
と
い
う
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
っ
て
い
き
た

い
。 私

が
感
じ
て
い
る
こ
の
幸
せ
が
、
一
日
で
も
早
く
、
ど
の
国
で
も
ど
の
場
所
で
も
当

た
り
前
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 
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美
味
し
い
を
つ
く
る
た
め
に 

和
歌
山
県
立
向
陽
中
学
校

二
年

岩
橋

い
わ
は
し

郁
奈

あ

や

な 
 

稲
作
を
す
る
に
は
き
れ
い
な
水
が
必
要
だ
と
思
う
。
き
れ
い
な
水
は
稲
作
に
た
く
さ

ん
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
き
れ
い
な
水
を
作
る
た
め
に
は
一
人
一

人
の
協
力
が
必
要
だ
と
思
う
。
た
っ
た
一
人
で
頑
張
っ
て
も
何
も
結
果
が
変
わ
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
一
人
が
き
れ
い
な
水
を
生
み
出
す
自
然
を
大
切
に
し
て
も
み
ん
な
の
協

力
が
な
い
と
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
思
い
始
め
た
の
は
小
学
五
年
生
の
頃
だ
っ

た
。 祖

父
母
は
農
業
を
長
年
経
営
し
て
い
て
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
稲
作
を
し
て
い
る
。
そ

ん
な
祖
父
母
の
家
の
周
り
は
大
き
な
山
が
あ
り
、
山
か
ら
一
筋
の
大
き
な
川
が
流
れ
て

い
る
。
そ
の
大
き
な
川
に
は
コ
イ
や
カ
ニ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
た
く
さ
ん
の
種
類
の
魚
が

い
る
。
水
の
流
れ
に
さ
か
ら
っ
て
悠
々
と
魚
は
泳
い
で
い
る
。
し
か
し
、
私
が
生
ま
れ

る
前
は
ま
だ
そ
う
で
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

小
学
五
年
生
の
頃
、
私
は
祖
父
母
の
田
植
え
の
手
伝
い
に
足
を
運
ん
で
い
た
。
田
ん

ぼ
一
面
に
広
が
る
き
れ
い
な
水
、
水
面
に
は
ア
メ
ン
ボ
が
泳
い
で
い
た
。
田
ん
ぼ
一
面

に
入
れ
ら
れ
た
川
の
水
は
と
て
も
透
き
通
っ
て
い
て
と
て
も
心
に
残
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
祖
父
が 

「
昔
と
比
べ
て
き
れ
い
な
水
に
な
っ
た
な
。」 

と
言
っ
た
。
私
は
そ
の
言
葉
に
疑
問
を
感
じ
た
。
昔
は
汚
か
っ
た
の
か
と
。
祖
父
に
尋

ね
る
と
、 

「
昔
は
薄
汚
れ
た
水
が
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
き
て
て
、
コ
メ
も
今
よ
り
苦
か
っ
た
わ
。」 

と
言
わ
れ
、
私
は
び
っ
く
り
し
た
。
そ
ん
な
に
水
が
大
事
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
か
ら

だ
。
続
け
ざ
ま
に
祖
母
も 

「
昔
は
工
場
か
ら
出
て
く
る
汚
染
水
で
川
が
汚
か
っ
た
な
。」 

と
言
っ
た
。
私
は
そ
の
時
工
場
か
ら
川
に
汚
染
水
が
流
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
今

は
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
の
に
昔
は
そ
ん
な
に
汚
れ
て
い
た
ん
だ
と
驚
い
た
。
私
は
き
れ

い
な
水
を
作
る
の
が
難
し
い
こ
と
だ
と
知
っ
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
汚
か
っ
た
水
が
こ
こ

ま
で
き
れ
い
に
な
っ
た
の
か
、
私
は
疑
問
に
思
い
、
祖
父
に
聞
い
た
。
祖
父
は
地
域
の

人
一
人
一
人
の
協
力
が
大
事
と
言
っ
た
。
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
聞
く
と
、
川
に
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
た
り
、自
然
を
大
切
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
事
と
言
っ
た
。

私
は
き
れ
い
な
水
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
自
然
ま
で
大
切
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
聞

い
て
驚
い
た
。
祖
父
は
自
治
会
で
話
し
合
い
、
月
に
一
回
川
の
清
掃
を
す
る
こ
と
に
し

た
と
言
っ
て
い
た
。
私
は
こ
の
こ
と
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
気
づ
い
た
。
き
れ
い
な

水
を
守
っ
て
い
く
の
は
私
た
ち
な
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
私
た
ち
が
守
ら
な
い
と
川
は

汚
れ
美
味
し
い
米
が
作
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
美
味
し
い
米
が
作
れ
な
い
と
消
費
者

を
笑
顔
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
き
れ
い
な
水
を
守
る
理
由
に
は
た
く
さ
ん
の
重
要

な
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。
そ
う
気
づ
い
た
。
私
は
こ
の
こ
と
か
ら
日
々
水
を
大
切
に
し
よ

う
と
思
っ
た
。
き
れ
い
な
水
を
保
つ
こ
と
で
稲
は
よ
く
育
つ
し
美
味
し
く
な
る
ら
し
い

の
で
少
し
で
も
き
れ
い
な
水
を
保
て
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
っ
た
。
毎
日
ほ
ん
の
少

し
心
が
け
る
こ
と
で
水
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
私

た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
水
は
絶
対
に
必
要
な
も
の
な
の
で
水
を
き
れ
い
に
保
て
る
よ

う
に
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
水
の
大
切
さ
を
感
じ
な
が
ら
行
動
し
て
い
き
た
い
。
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づ
い
た
。
私
は
こ
の
こ
と
か
ら
日
々
水
を
大
切
に
し
よ

う
と
思
っ
た
。
き
れ
い
な
水
を
保
つ
こ
と
で
稲
は
よ
く
育
つ
し
美
味
し
く
な
る
ら
し
い

の
で
少
し
で
も
き
れ
い
な
水
を
保
て
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
っ
た
。
毎
日
ほ
ん
の
少

し
心
が
け
る
こ
と
で
水
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
私

た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
水
は
絶
対
に
必
要
な
も
の
な
の
で
水
を
き
れ
い
に
保
て
る
よ

う
に
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
水
の
大
切
さ
を
感
じ
な
が
ら
行
動
し
て
い
き
た
い
。
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清
水
大
師 

開
智
中
学
校

一
年

大
島

お
お
し
ま

直
樹

な

お

き  

僕
は
メ
ダ
カ
を
飼
っ
て
い
る
。
数
ヶ
月
に
一
度
、
メ
ダ
カ
の
鉢
を
き
れ
い
に
し
て
、

水
を
交
換
す
る
。
交
換
す
る
水
は
一
般
的
に
、
水
道
水
に
カ
ル
キ
ぬ
き
の
薬
を
入
れ
た

水
や
、
汲
み
置
き
の
水
を
使
う
の
だ
ろ
う
。
僕
の
家
の
近
く
に
は
清
水
が
湧
き
出
て
い

る
所
が
あ
る
。
そ
の
水
は
地
下
水
な
の
で
、
当
然
カ
ル
キ
も
入
っ
て
い
な
い
。
な
の
で

僕
の
家
で
は
そ
の
清
水
を
メ
ダ
カ
の
水
に
使
っ
て
い
る
。
そ
の
水
を
汲
む
時
、
祖
母
や

母
は
小
銭
を
必
ず
持
っ
て
行
き
、
横
に
祀
ら
れ
て
い
る
お
堂
に
お
賽
銭
を
入
れ
て
か
ら

水
を
汲
む
。 

小
学
校
の
社
会
科
見
学
で
こ
の
清
水
の
所
に
行
き
、
調
べ
学
習
を
し
た
の
だ
が
、
こ

の
清
水
は
次
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
ら
し
い
。 

和
泉
の
国
を
通
っ
て
い
た
旅
す
る
お
坊
さ
ん
が
お
婆
ち
ゃ
ん
に
お
湯
を
一
杯
欲
し
い

と
言
っ
た
と
こ
ろ
お
婆
ち
ゃ
ん
は
水
を
汲
み
に
行
っ
た
き
り
な
か
な
か
帰
っ
て
こ
な
か

っ
た
。
あ
ま
り
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
、
聞
い
て
み
る
と
、
と
て
も
遠
い
所
に
ま
で

水
を
汲
み
に
行
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
こ
の
こ
と
に
感
銘
し
た
お
坊
さ
ん
は
、
こ
こ
に

井
戸
を
掘
り
な
さ
い
と
言
っ
て
、
立
ち
去
っ
た
。
そ
し
て
掘
っ
て
み
る
と
水
が
湧
き
上

が
り
、
村
人
は
喜
ん
だ
。
こ
の
お
坊
さ
ん
は
後
に
「
弘
法
大
師
さ
ま
」
だ
と
分
か
っ
た
。

今
で
も
水
を
汲
み
に
訪
れ
る
人
は
多
く
、
地
域
で
は
「
清
水
の
お
大
師
さ
ん
』
と
呼
ば

れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

南
泉
州
は
昔
「
和
泉
の
国
」
と
呼
ば
れ
、
名
水
の
湧
き
出
る
場
所
は
数
多
く
存
在
し

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
海
岸
近
く
の
地
中
か
ら
出
る
真
水
と
い
う
の
は
珍
し
い
。
波

打
ち
際
ま
で
数
十
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
の
だ
が
、
塩
分
を
含
ま
な
い
清
水
が
湧
き

出
て
い
る
の
は
不
思
議
で
貴
重
で
あ
る
。 

「
な
る
ほ
ど
」 

と
僕
は
納
得
し
た
。
清
水
を
汲
み
に
行
く
度
に
ど
う
し
て
お
賽
銭
を
入
れ
る
の
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
時
に
気
づ
い
た
。
弘
法
大
師
の
教
え
で
簡
単
に
水
を
汲

む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
、
お
賽
銭
と
い
う
形
で
表
現
し
て

い
た
の
だ
。 

湧
き
水
だ
か
ら
、
次
か
ら
次
に
湧
い
て
出
て
く
る
も
の
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
た
。
今

回
、
色
々
調
べ
る
と
、
付
近
の
他
の
井
戸
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
化
や
宅
地
化
に
よ
り
水

が
枯
れ
た
り
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
も
豊
富
に
湧
き

出
て
い
る
清
水
で
は
あ
る
が
、
地
域
の
方
々
が
手
入
れ
を
し
て
、
守
っ
て
い
る
お
か
げ

で
成
っ
て
い
る
清
水
だ
と
思
っ
た
。 

先
日
、
中
学
生
に
も
な
っ
た
の
で
、 

「
一
人
で
メ
ダ
カ
の
水
を
汲
ん
で
く
る
。」 

と
母
に
言
っ
た
。
そ
の
後
母
は
、 

「
お
賽
銭
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
。」 

と
言
っ
て
く
れ
た
ら
し
い
が
僕
は
覚
え
て
い
な
い
。
結
局
お
賽
銭
は
忘
れ
て
、
水
を
汲

み
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
着
い
て
か
ら
気
付
い
た
が
、
も
う
お
そ
い
。 

「
ど
う
し
よ
う
か
。」 

そ
う
思
っ
た
が
、
今
回
は
別
の
形
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
し
た
。
落
ち
葉
拾

い
だ
。
き
れ
い
に
片
付
い
た
あ
と
、
心
ま
で
き
れ
い
に
な
っ
た
気
が
し
た
。
海
近
く
の

貴
重
な
井
戸
水
を
守
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
と
、
こ
の
場
所
へ
の
感
謝
を
落
ち
葉
拾
い

と
い
う
形
で
伝
え
ら
れ
た
気
が
し
た
。
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し
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水
と
生
き
て
い
く 

和
歌
山
県
立
向
陽
中
学
校

二
年

金
田

か

な

た

悠
那

ゆ
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「
自
然
の
中
で
輝
い
て
い
る
水
が
好
き
だ
。」 

そ
う
感
じ
始
め
た
の
は
、
小
学
四
年
生
の
頃
だ
っ
た
。
元
々
、
山
登
り
が
好
き
だ
っ
た

父
と
私
は
そ
の
日
も
山
登
り
に
出
か
け
て
い
た
。
そ
の
山
は
、
少
し
足
を
踏
み
入
れ
た

だ
け
で
も
分
か
る
ほ
ど
、
他
の
山
と
は
違
う
涼
し
さ
が
あ
っ
た
。
い
ざ
登
り
始
め
る
と

「
サ
ラ
サ
ラ
」
と
真
横
を
流
れ
る
川
。
そ
の
川
は
ど
こ
ま
で
も
透
き
通
っ
て
い
た
。
い

つ
の
ま
に
か
、
そ
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
も
う
一
度
歩
き
始
め
る
と
、
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
い
つ
も
の
よ
う
に
暑
く
な

い
と
い
う
こ
と
に
。
い
つ
も
は
、
ム
シ
ム
シ
し
て
い
て
す
ぐ
に
汗
だ
く
に
な
っ
て
し
ま

う
の
に
、ま
だ
少
し
し
か
汗
を
か
い
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。と
疑
問
に
思
っ
た
私
は
、

い
つ
も
の
山
と
何
が
違
う
の
か
を
考
え
て
み
た
。
ま
ず
、
自
分
の
服
に
つ
い
て
考
え
た

が
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
な
格
好
だ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
残
り
は
一
つ
「
環
境
」
し
か

な
い
。
い
つ
も
登
る
山
は
、
周
り
に
川
な
ど
な
く
、
と
て
も
日
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
山
は
、
近
く
に
水
が
流
れ
て
お
り
、
大
き
い
岩
な
ど
も
あ
っ
て
陰
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
周
り
を
流
れ
る
水
の
お
か
げ
で
、
あ
ま
り
汗
を
か
か
ず
に
登
れ
る
。

こ
の
川
の
水
を
触
っ
て
み
る
と
、
と
て
も
冷
た
く
て
、
タ
オ
ル
を
水
に
ひ
た
す
と
保
冷

剤
が
わ
り
に
な
り
、
と
て
も
冷
た
く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
。 

ま
た
、
少
し
登
っ
て
行
く
と
、「
ザ
ー
ザ
ー
」
と
力
強
く
流
れ
る
滝
が
あ
っ
た
。
そ
の

滝
は
、
先
程
の
真
横
を
流
れ
る
川
と
は
違
う
輝
き
が
あ
っ
た
。
先
程
の
川
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
水
圧
だ
っ
た
。
私
達
は
、
そ
の
滝
か
ら
先
程
の
川
ま
で
下
り
て
い
く
間

に
あ
る
水
流
が
あ
ま
り
強
く
な
い
と
こ
ろ
を
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
渡
っ
た
。
水
流
が
強
く

な
い
と
は
言
っ
て
も
、
滝
と
川
と
を
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
な
の
で
水
の
量
は
多
く
、
こ
の
日

は
、
私
の
腰
く
ら
い
の
高
さ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
れ
く
ら
い
の
水
の
量
に
な
る
と
流
さ
れ

そ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
自
然
の
す
ご
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
怖
い
と
こ
ろ
だ
と

感
じ
た
。
そ
し
て
、
私
達
が
渡
り
終
え
る
と
、
目
の
前
に
は
苔
の
生
え
た
岩
が
階
段
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
歩
き
始
め
る
と
す
べ
り
そ
う
に
な
っ
て
危
険
だ
っ
た
が
、
そ
の

岩
達
は
、
絵
に
な
る
く
ら
い
美
し
か
っ
た
。
私
は
、
こ
の
山
登
り
を
通
し
て
、
自
然
の

水
の
美
し
さ
と
怖
さ
を
知
っ
た
気
が
し
た
。 

こ
の
日
か
ら
、
自
然
の
水
の
美
し
さ
に
心
を
う
ば
わ
れ
た
私
は
、
川
や
滝
な
ど
に
つ

い
て
調
べ
て
み
た
。
調
べ
て
い
く
と
、
大
雨
や
洪
水
、
土
砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
様
々

な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
壊
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
工
夫
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。
生
物
が
生
き
て
い
く
上
で
、
一
番
大
切
だ
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
水
。
そ
ん
な
水
も
量
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ
た
。
私
は
、

山
登
り
の
時
に
感
じ
た
水
の
美
し
さ
、
怖
さ
、
生
物
を
育
て
て
い
く
偉
大
さ
を
他
の
人

達
に
も
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
感
じ
て
も
ら
う
に
は
、
こ
の
美
し
い
水
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
が
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら
積
み
重
ね

て
い
こ
う
と
思
う
。
例
え
ば
、
こ
ま
め
な
節
水
を
心
が
け
た
り
、
お
風
呂
の
水
を
再
利

用
し
た
り
す
る
な
ど
の
簡
単
な
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
一
人

一
人
が
す
る
こ
と
で
、
ず
っ
と
き
れ
い
な
水
で
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

だ
か
ら
、
私
か
ら
み
ん
な
に
広
げ
て
い
こ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
あ
の
日
の
よ
う
な
輝

く
美
し
い
水
と
ず
っ
と
生
き
て
い
き
た
い
。 
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と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
水
。
そ
ん
な
水
も
量
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ
た
。
私
は
、

山
登
り
の
時
に
感
じ
た
水
の
美
し
さ
、
怖
さ
、
生
物
を
育
て
て
い
く
偉
大
さ
を
他
の
人

達
に
も
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
感
じ
て
も
ら
う
に
は
、
こ
の
美
し
い
水
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
が
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら
積
み
重
ね

て
い
こ
う
と
思
う
。
例
え
ば
、
こ
ま
め
な
節
水
を
心
が
け
た
り
、
お
風
呂
の
水
を
再
利

用
し
た
り
す
る
な
ど
の
簡
単
な
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
一
人

一
人
が
す
る
こ
と
で
、
ず
っ
と
き
れ
い
な
水
で
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

だ
か
ら
、
私
か
ら
み
ん
な
に
広
げ
て
い
こ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
あ
の
日
の
よ
う
な
輝

く
美
し
い
水
と
ず
っ
と
生
き
て
い
き
た
い
。 
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水
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美
し
さ
を
守
る
た
め
に 

和
歌
山
県
立
向
陽
中
学
校

二
年

川
島

か
わ
し
ま

碧
生

あ

お

い

 
 

川
や
海
・
湖
・
氷
・
雲
な
ど
、
水
と
い
う
物
質
は
様
々
な
形
に
状
態
を
変
化
さ
せ
、

い
つ
も
人
間
や
他
の
生
物
の
周
り
に
あ
る
。
水
は
人
々
に
幸
せ
や
感
動
を
与
え
、
人
々

に
苦
し
み
や
悲
し
み
も
与
え
る
。
飲
み
水
や
生
活
用
水
、
美
し
い
景
観
な
ど
は
人
々
に

幸
せ
や
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
水
で
あ
れ
ば
と
て
も
良
い
の
だ
が
、
時

に
は
大
雨
や
洪
水
、津
波
な
ど
の
災
害
を
も
た
ら
す
一
面
も
あ
る
。人
々
を
巻
き
込
み
、

亡
く
な
る
一
面
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
恐
怖
も
水
に
は
あ
る
の
だ
。 

僕
は
、
小
学
六
年
生
の
時
、
和
歌
山
県
広
川
町
に
ホ
タ
ル
を
見
に
行
っ
た
。
ホ
タ
ル

は
、
き
れ
い
な
川
に
し
か
卵
を
産
ま
な
い
。
川
の
近
く
に
は
、
黒
闇
の
中
に
た
く
さ
ん

の
黄
色
い
粒
が
ピ
カ
ピ
カ
し
て
い
た
。 

「
と
て
も
き
れ
い
だ
な
。」 

家
族
に
ホ
タ
ル
を
見
な
が
ら
言
っ
た
。 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
小
さ
い
頃
は
も
っ
と
ホ
タ
ル
は
い
た
け
ど
な
。」 

祖
父
が
そ
う
言
っ
た
。
僕
が
小
さ
い
頃
か
ら
ホ
タ
ル
は
ほ
と
ん
ど
の
川
で
見
る
こ
と
が

で
き
ず
、
住
ん
で
い
る
町
の
中
や
近
く
に
も
ホ
タ
ル
が
見
え
る
場
所
は
数
ヶ
所
し
か
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
祖
父
か
ら
そ
う
教
わ
っ
た
時
は
び
っ
く
り
し
た
。
ホ
タ
ル
が
昔
よ

り
減
っ
て
い
る
原
因
に
人
間
が
あ
る
と
思
う
。
ホ
タ
ル
は
川
が
き
れ
い
で
な
い
と
住
む

こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
川
が
き
た
な
く
な
れ
ば
ホ
タ
ル
は
住
め
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
僕
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
は
、
い
く
つ
も
の
小
さ
な
川
や
大
き
な
川
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
川
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
い
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
お
菓
子
な

ど
の
入
っ
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
袋
や
ジ
ュ
ー
ス
の
入
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

缶
な
ど
。川
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
た
ち
が
き
れ
い
な
川
も
汚
し
て
い
っ
て
し
ま
う
。

他
に
も
、
工
場
な
ど
か
ら
出
た
廃
水
が
川
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
り
、
流
れ
出
し
た
り
し

て
水
面
に
油
が
浮
い
て
い
る
の
も
見
た
こ
と
が
あ
る
。
ゴ
ミ
も
廃
水
も
人
間
に
よ
る
も

の
だ
。 

人
間
は
、
き
れ
い
な
景
色
を
見
た
り
し
て
水
か
ら
感
動
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
れ
な
の
に
人
間
は
、
自
ら
の
手
で
そ
の
水
を
汚
し
て
感
動
を
消
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
、
も
っ
と
続
け
ば
ホ
タ
ル
な
ど
の
き
れ
い
な
場
所
に
し
か
住
め
な
い
場
所

に
し
か
住
め
な
い
生
物
は
絶
滅
す
る
。
ホ
タ
ル
だ
け
で
な
く
、
他
の
生
物
も
住
む
こ
と

が
で
き
る
場
所
が
減
っ
て
い
く
。
そ
う
す
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
生
物
が
地
球
か
ら
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
っ
て
ほ
し
く
は
な
い
。
川
原
の
ご
み
掃
除
を
し
た
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
あ
ま
り
使
用
し
な
か
っ
た
り
す
れ
ば
い
い
。
工
場
を
つ
ぶ
し
て
廃

水
が
川
に
流
れ
る
の
を
防
ぐ
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
ご
み
と
な
る
製
品

を
減
ら
し
た
り
と
小
さ
な
こ
と
を
積
み
重
ね
て
生
物
を
守
り
た
い
。 

地
球
に
は
、
た
く
さ
ん
の
様
々
な
場
所
に
水
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
水
は
た
く
さ

ん
の
生
物
が
使
っ
て
い
る
。
魚
な
ど
は
水
の
中
を
泳
ぐ
。
そ
れ
に
、
そ
の
魚
を
ね
ら
っ

て
鳥
な
ど
の
動
物
が
え
さ
場
や
水
飲
み
場
と
し
て
来
る
。
そ
の
よ
う
な
、
自
然
界
で
も

大
切
な
と
こ
ろ
を
人
間
が
あ
ら
し
て
汚
し
て
い
く
。小
さ
な
生
き
物
が
住
め
な
く
な
り
、

そ
れ
を
食
べ
る
魚
も
え
さ
が
無
く
来
な
く
な
る
。
日
本
中
、
世
界
中
か
ら
生
き
物
が
い

な
く
な
る
。
人
間
が
食
べ
て
い
る
食
品
の
多
く
は
生
物
か
ら
で
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、

生
物
が
い
な
く
な
れ
ば
人
間
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
水
は
そ
れ
ほ
ど
地
球
上

の
全
生
物
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
な
の
だ
。
こ
れ
か
ら
も
、
ホ
タ
ル
の
よ
う
な
美
し
い

景
観
を
守
り
、
死
ん
で
し
ま
う
生
物
を
減
ら
す
た
め
に
は
人
間
の
努
力
が
必
要
だ
。
ご

み
を
減
ら
し
無
く
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
生
物
の
命
、
地
球
の
未
来
、
僕
達
の
未
来
を

自
ら
守
っ
て
い
く
べ
き
な
の
だ
。 
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当
た
り
前
を
大
切
に 

和
歌
山
県
立
向
陽
中
学
校

二
年

木
下

き
の
し
た

恵え

李り  

水
は
常
に
綺
麗
な
姿
を
保
ち
続
け
て
い
る
。
私
は
そ
う
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
後
か
ら
知
る
。 

日
本
の
水
は
比
較
的
綺
麗
で
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
美
し
い
雫
が
集
ま
っ
て
や
わ
ら
か

い
水
が
出
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
国
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
水
道
水
が
飲
め
る
国
は
た

っ
た
の
十
五
カ
国
だ
け
な
の
だ
。
私
は
、
こ
れ
を
知
っ
た
と
き
と
て
も
驚
い
た
。
私
は
、

水
道
水
が
そ
の
ま
ま
飲
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
。
蛇
口
か

ら
出
た
水
を
そ
の
ま
ま
飲
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
。
蛇
口

か
ら
出
た
水
を
そ
の
ま
ま
飲
ん
だ
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
野
菜
を
洗
っ
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
ど
こ
か
の
国
で
は
当
り
前
で
は
な
い
。
私
は
言
葉
を
失
っ
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
に

も
水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲
め
る
国
が
少
な
い
の
か
、
私
は
と
て
も
気
に
な
っ
た
の
で
、

調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲
め
な
い
国
の
多
く
は
、
水
道
水
に

最
近
や
不
純
物
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
だ
。
そ
う
考
え
て
み
る
と
日
本
は
、
そ

の
細
菌
や
不
純
物
を
全
て
取
り
除
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
水
道
水
は

定
期
的
に
約
２
０
０
種
類
も
あ
る
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
水
道
水
は
、
浄
水
場
と

い
う
施
設
で
水
の
汚
れ
を
取
り
除
き
、
塩
素
で
細
菌
な
ど
を
消
毒
し
た
状
態
で
届
け
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
工
程
を
し
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
私
達
は
清
潔
な
水
を
飲
む
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
た
っ
た
一
滴
の
水
は
、
何
百
人
、
何
千
人
の
人
た
ち
の
努
力
の
証

だ
。
日
本
は
小
さ
な
国
と
い
う
と
こ
も
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
や
す
い
が
、
そ

れ
で
も
素
晴
ら
し
い
。
だ
が
、
私
は
少
し
残
念
だ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
も
の
な
の
に
、
水
を
無
駄
遣
い
す
る
人
も
多
い
。
と
く
に
ポ
イ
捨
て
を
よ

く
見
か
け
る
。 

私
の
家
の
近
く
に
川
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
川
は
と
て
も
綺
麗
だ
。
私
が
家
に
帰
る

途
中
に
必
ず
見
え
る
そ
の
川
は
、
夕
方
に
な
る
と
、
夕
日
が
映
っ
て
と
て
も
綺
麗
だ
。

だ
が
、
そ
の
川
に
あ
る
日
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
何
本
も
落
ち
て
い
た
。
私
は
、
す
ご
く

悲
し
か
っ
た
。
私
の
好
き
な
川
が
な
く
な
っ
た
み
た
い
だ
っ
た
。
そ
の
日
の
夕
日
は
川

に
上
手
く
映
っ
て
い
な
か
っ
た
。そ
の
次
の
日
も
、次
の
日
も
ゴ
ミ
が
消
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ゴ
ミ
は
増
え
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
で
も
そ
の
川
は
橋
の
下
な
の
で
、

ゴ
ミ
を
取
り
に
行
け
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
一
週
間
ほ
ど
し
て
か
ら
、
そ
の
ゴ
ミ
は

業
者
の
人
が
回
収
し
て
く
れ
た
そ
う
だ
。
私
達
人
間
は
、
水
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な

い
。
だ
が
、
自
ら
そ
の
水
を
汚
す
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
、
知
ら
ぬ
間
に
水
を
汚

し
て
い
た
り
、
無
駄
遣
い
し
た
り
し
て
い
る
人
も
い
る
。
私
も
、
絶
対
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
家
庭
で
一
人
が
一
日
に
使
う
水
の
量
は
、
平
均
二
百
十
四
リ

ッ
ト
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
百
七
本
分
に
相

当
す
る
量
だ
。
こ
の
量
を
毎
日
消
費
し
て
い
る
と
考
え
る
と
私
は
少
な
く
と
も
川
に
ゴ

ミ
を
捨
て
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
大
事
な
水
を
汚
し
た
り
は
し
な
い
。
で
も
、
き

っ
と
私
だ
け
が
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
て
も
、何
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。だ
が
、

知
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
う
。
学
校
で
水
の
こ
と
を
学
ん
で
、
そ
こ
か

ら
自
分
で
も
調
べ
て
み
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
身
近
な
人
に
話
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
少
し

は
変
わ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
身
近
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
も
大

切
だ
。
例
え
ば
、
水
の
使
用
量
が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
だ
。
現
状
を
知
っ
た
上

で
、
自
分
で
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
。
手
を
洗
う
と
き
、
一
分
間
水
を
出
し
っ

ぱ
な
し
に
し
て
い
た
ら
約
十
二
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。だ
か
ら
、

水
を
こ
ま
め
に
止
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。一
回
あ
た
り
の
洗
濯
に
使
わ
れ
る
水
の
量
は
、

洗
濯
物
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
約
十
リ
ッ
ト
ル
使
わ
れ
る
。
お
風
呂
の
残
り
湯
を
使

え
ば
、
そ
の
水
を
節
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
れ
ば
大
き
な
力

に
な
る
。
だ
か
ら
、
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う
。 

私
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
誰
か
に
と
っ
て
当
た
り
前
で
は
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。当
た
り
前
だ
が
水
を
使
い
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
。こ
の
当
た
り
前
が
、

い
つ
か
当
た
り
前
で
は
な
く
な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。
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木
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き
の
し
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水
は
常
に
綺
麗
な
姿
を
保
ち
続
け
て
い
る
。
私
は
そ
う
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
後
か
ら
知
る
。 

日
本
の
水
は
比
較
的
綺
麗
で
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
美
し
い
雫
が
集
ま
っ
て
や
わ
ら
か

い
水
が
出
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
国
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
水
道
水
が
飲
め
る
国
は
た

っ
た
の
十
五
カ
国
だ
け
な
の
だ
。
私
は
、
こ
れ
を
知
っ
た
と
き
と
て
も
驚
い
た
。
私
は
、

水
道
水
が
そ
の
ま
ま
飲
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
。
蛇
口
か

ら
出
た
水
を
そ
の
ま
ま
飲
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
。
蛇
口

か
ら
出
た
水
を
そ
の
ま
ま
飲
ん
だ
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
野
菜
を
洗
っ
た
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
ど
こ
か
の
国
で
は
当
り
前
で
は
な
い
。
私
は
言
葉
を
失
っ
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
に

も
水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲
め
る
国
が
少
な
い
の
か
、
私
は
と
て
も
気
に
な
っ
た
の
で
、

調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲
め
な
い
国
の
多
く
は
、
水
道
水
に

最
近
や
不
純
物
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
だ
。
そ
う
考
え
て
み
る
と
日
本
は
、
そ

の
細
菌
や
不
純
物
を
全
て
取
り
除
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
水
道
水
は

定
期
的
に
約
２
０
０
種
類
も
あ
る
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
水
道
水
は
、
浄
水
場
と

い
う
施
設
で
水
の
汚
れ
を
取
り
除
き
、
塩
素
で
細
菌
な
ど
を
消
毒
し
た
状
態
で
届
け
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
工
程
を
し
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
私
達
は
清
潔
な
水
を
飲
む
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
た
っ
た
一
滴
の
水
は
、
何
百
人
、
何
千
人
の
人
た
ち
の
努
力
の
証

だ
。
日
本
は
小
さ
な
国
と
い
う
と
こ
も
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
や
す
い
が
、
そ

れ
で
も
素
晴
ら
し
い
。
だ
が
、
私
は
少
し
残
念
だ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
も
の
な
の
に
、
水
を
無
駄
遣
い
す
る
人
も
多
い
。
と
く
に
ポ
イ
捨
て
を
よ

く
見
か
け
る
。 

私
の
家
の
近
く
に
川
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
川
は
と
て
も
綺
麗
だ
。
私
が
家
に
帰
る

途
中
に
必
ず
見
え
る
そ
の
川
は
、
夕
方
に
な
る
と
、
夕
日
が
映
っ
て
と
て
も
綺
麗
だ
。

だ
が
、
そ
の
川
に
あ
る
日
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
何
本
も
落
ち
て
い
た
。
私
は
、
す
ご
く

悲
し
か
っ
た
。
私
の
好
き
な
川
が
な
く
な
っ
た
み
た
い
だ
っ
た
。
そ
の
日
の
夕
日
は
川

に
上
手
く
映
っ
て
い
な
か
っ
た
。そ
の
次
の
日
も
、次
の
日
も
ゴ
ミ
が
消
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ゴ
ミ
は
増
え
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
で
も
そ
の
川
は
橋
の
下
な
の
で
、

ゴ
ミ
を
取
り
に
行
け
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
一
週
間
ほ
ど
し
て
か
ら
、
そ
の
ゴ
ミ
は

業
者
の
人
が
回
収
し
て
く
れ
た
そ
う
だ
。
私
達
人
間
は
、
水
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な

い
。
だ
が
、
自
ら
そ
の
水
を
汚
す
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
、
知
ら
ぬ
間
に
水
を
汚

し
て
い
た
り
、
無
駄
遣
い
し
た
り
し
て
い
る
人
も
い
る
。
私
も
、
絶
対
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
家
庭
で
一
人
が
一
日
に
使
う
水
の
量
は
、
平
均
二
百
十
四
リ

ッ
ト
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
百
七
本
分
に
相

当
す
る
量
だ
。
こ
の
量
を
毎
日
消
費
し
て
い
る
と
考
え
る
と
私
は
少
な
く
と
も
川
に
ゴ

ミ
を
捨
て
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
大
事
な
水
を
汚
し
た
り
は
し
な
い
。
で
も
、
き

っ
と
私
だ
け
が
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
て
も
、何
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。だ
が
、

知
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
う
。
学
校
で
水
の
こ
と
を
学
ん
で
、
そ
こ
か

ら
自
分
で
も
調
べ
て
み
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
身
近
な
人
に
話
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
少
し

は
変
わ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
身
近
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
も
大

切
だ
。
例
え
ば
、
水
の
使
用
量
が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
だ
。
現
状
を
知
っ
た
上

で
、
自
分
で
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
。
手
を
洗
う
と
き
、
一
分
間
水
を
出
し
っ

ぱ
な
し
に
し
て
い
た
ら
約
十
二
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。だ
か
ら
、

水
を
こ
ま
め
に
止
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。一
回
あ
た
り
の
洗
濯
に
使
わ
れ
る
水
の
量
は
、

洗
濯
物
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
約
十
リ
ッ
ト
ル
使
わ
れ
る
。
お
風
呂
の
残
り
湯
を
使

え
ば
、
そ
の
水
を
節
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
れ
ば
大
き
な
力

に
な
る
。
だ
か
ら
、
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う
。 

私
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
誰
か
に
と
っ
て
当
た
り
前
で
は
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。当
た
り
前
だ
が
水
を
使
い
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
。こ
の
当
た
り
前
が
、

い
つ
か
当
た
り
前
で
は
な
く
な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。
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「
水
に
な
り
た
い
。」
幼
い
こ
ろ
、
私
は
よ
く
そ
う
思
っ
た
。
そ
れ
は
、
地
球
全
体
を

駆
け
巡
る
水
の
存
在
に
尊
さ
と
憧
れ
を
抱
い
た
か
ら
な
の
だ
と
思
う
。
私
は
度
々
、
両

親
に
連
れ
ら
れ
て
数
多
く
の
自
然
に
触
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
何
処
へ
い
っ
て
も
、
真

っ
先
に
目
に
映
る
の
は
青
く
澄
ん
だ
水
で
、
見
つ
め
て
い
る
と
中
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う

な
気
さ
え
し
た
。
そ
ん
な
水
に
触
れ
る
と
、
悲
し
い
よ
う
な
う
れ
し
い
よ
う
な
何
と
も

言
え
な
い
心
地
よ
い
気
分
に
な
る
の
だ
っ
た
。 

三
年
前
、
家
族
で
奈
良
県
に
あ
る
「
水
資
源
地
の
森
」
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で
は
清
ら

か
な
水
の
恩
恵
を
受
け
、
森
の
生
命
が
育
ま
れ
て
い
た
。
色
取
り
ど
り
の
命
を
見
て
い

る
と
、
水
と
い
う
も
の
が
持
つ
力
を
大
き
く
感
じ
、
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
分

が
急
に
小
さ
く
思
え
て
、
水
を
少
し
恐
ろ
し
く
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ま
た
、

あ
る
時
私
は
川
で
足
を
滑
ら
せ
て
足
の
届
か
な
い
所
へ
と
落
ち
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
の

時
水
中
で
目
に
し
た
泡
は
音
符
の
よ
う
で
、水
は
美
し
い
音
楽
を
奏
で
て
い
る
の
で
は
、

そ
う
思
っ
た
。
水
と
い
う
も
の
は
人
に
よ
っ
て
感
じ
方
が
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
は
こ
れ
か
ら
の
体
験
か
ら
、
時
に
は
人
の
命
を
奪
い
、
ま
た
生
命
を
芽
吹
か
せ
て
行

く
と
い
っ
た
た
く
さ
ん
の
感
情
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
、
色
彩
豊
か
な
生
き
物
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。
も
し
こ
の
感
情
が
一
つ
で
も
欠
け
た
と
し
た
ら
、
私
達
の
生
活
は
成
り
立

た
な
い
だ
ろ
う
。 

今
ま
さ
に
そ
の
一
つ
が
欠
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
思
え
る
出
来

事
が
近
年
多
々
起
こ
っ
て
い
る
。
雨
が
通
常
以
上
に
降
り
、
台
風
の
勢
力
が
増
し
て
川

が
氾
濫
す
る
一
方
で
、
何
日
も
雨
が
降
ら
ず
、
祖
母
の
野
菜
が
心
配
で
、
窓
辺
に
て
る

て
る
坊
主
を
吊
る
し
て
雨
乞
い
し
た
程
だ
っ
た
。
道
端
で
干
か
ら
び
て
い
る
生
き
物
を

み
る
と
心
が
痛
ん
だ
。ま
ぎ
れ
も
な
く
、こ
の
環
境
を
作
り
出
し
た
の
は
人
間
で
あ
る
。

欲
を
追
い
求
め
、
超
え
て
は
い
け
な
い
一
線
を
通
り
越
し
た
よ
う
な
気
さ
え
す
る
。
自

分
た
ち
の
手
で
罪
も
な
い
他
の
生
き
物
を
殺
し
て
い
る
の
だ
と
、
生
き
物
好
き
の
私
に

は
受
け
入
れ
が
た
い
事
実
だ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
環
境
が
破
壊
さ
れ
続
け
れ
ば
、
教
科
書

で
見
た
よ
う
な
、
水
不
足
の
地
域
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
鳥
肌
が
立
っ
た
。
水
の
怒

り
も
買
い
続
け
る
だ
ろ
う
と
。 

昔
の
人
々
は
、
水
を
大
切
に
し
、
神
と
し
て
あ
が
め
て
い
た
。
水
不
足
に
な
れ
ば
人

柱
を
建
て
多
く
の
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
そ
う
し
て
ま
で
水
を
守
っ
た
の
だ
。
今
よ
り

も
水
の
あ
り
が
た
さ
が
理
解
さ
れ
て
い
た
と
納
得
し
た
。
現
代
人
と
比
べ
る
と
、
何
だ

か
昔
の
人
々
は
一
つ
に
な
り
水
を
守
っ
て
い
た
、
と
い
う
相
違
点
を
発
見
し
た
。
私
達

も
一
つ
に
な
れ
ば
良
い
の
だ
。
一
人
一
人
の
力
は
弱
い
が
集
ま
る
と
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

よ
り
も
強
い
光
を
放
つ
。
そ
の
一
人
に
な
れ
る
よ
う
に
、
今
日
か
ら
身
の
回
り
の
節
水

に
努
め
て
い
こ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
水
へ
の
感
謝
も
忘
れ
ず
に
。 

水
蒸
気
、
雲
、
雨
な
ど
、
水
は
様
々
な
感
情
を
持
つ
。
私
達
は
水
に
包
ま
れ
て
生
き

て
い
る
の
で
あ
る
。
い
つ
か
見
た
、
あ
の
、
青
く
澄
ん
だ
水
が
世
界
中
に
行
き
渡
り
、

次
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
私
は
願
っ
て
い
る
。小
さ
い
頃
に
見
た
自
然
が
、

今
以
上
に
生
長
し
て
い
て
ほ
し
い
と
も
思
う
。
今
、
目
の
前
に
あ
る
水
に
宿
る
命
は
無

限
大
だ
。
そ
れ
を
心
に
留
め
つ
つ
、
日
頃
の
生
活
の
中
で
も
っ
と
水
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
家
族
全
員
で
だ
。
今
、
こ
の
瞬
間
も
何
ｔ
と
い
う
水
が
世

界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
伝
え
た
い
。
環
境
の
宝
物
で
あ
る
水
が
も
た

ら
す
恵
み
に
、
私
達
は
感
謝
し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
。 
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コ
ン
ビ
ニ
で
会
計
を
待
っ
て
い
る
と
、
ふ
と
「
ユ
ニ
セ
フ
募
金
」
と
い
う
文
字
が
書

か
れ
た
募
金
箱
が
目
に
入
っ
た
。
な
ん
と
な
く
気
に
な
っ
て
中
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

一
円
、
五
円
、
百
円
、
と
い
っ
た
お
金
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
た
。
中
に
は
千
円
札
も

入
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
時
の
私
は
、「
ど
う
し
て
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
お
金
を
使
う

の
だ
ろ
う
」
と
、
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。 

そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
た
っ
た
あ
る
日
、
私
は
児
童
会
と
し
て
「
ユ
ニ
セ
フ
募
金
」
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
私
は
募
金
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
そ
も
そ
も
関

心
を
持
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
私
た
ち
児
童
会
は
募
金
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
生
徒
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
今
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
か

っ
た
「
募
金
」
に
つ
い
て
知
識
を
つ
け
よ
う
と
思
い
、「
ユ
ニ
セ
フ
募
金
」
に
つ
い
て
調

べ
る
こ
と
に
し
た
。
な
ん
と
な
く
入
っ
た
サ
イ
ト
を
見
た
私
は
、
言
葉
を
失
っ
た
。
そ

こ
に
は
、汚
染
さ
れ
た
水
を
飲
む
子
ど
も
の
姿
と「
世
界
中
の
子
ど
も
に
安
全
な
水
を
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
時
、
普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い

る
水
が
、
世
界
に
は
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の

事
実
に
、
胸
が
痛
ん
だ
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
私
た
ち
の
生
活
は
水
に
助
け
ら
れ
て

い
る
。
お
風
呂
に
は
毎
日
入
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
れ
ば
す
ぐ
に
き
れ

い
な
水
が
で
て
く
る
。
水
道
水
を
飲
む
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る

と
、
世
界
で
は
安
全
な
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ず
毎
日
八
百
人
も
の
子
ど
も
が
命
を
落

と
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
れ
を
知
り
、
私
は
少
し
で
も
多
く
の
人
を
救
っ
て

あ
げ
た
い
と
強
く
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
児
童
会
は
生
徒
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
募
金
活

動
に
努
め
た
。
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
て
く
れ
た
の
で
、
募
金
額
は
例
年
よ
り
多
く
、

私
は
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。 

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
普
段
ふ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
募
金
と
接
し
、
水
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
得
ら
れ
た
と
思
う
。
そ
れ
に
、
普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る

水
は
、
あ
る
国
で
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
水
の
あ
り
が
た
さ
に

つ
い
て
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
水
を
無
駄
遣
い
せ
ず
大
切
に
す
る
、
と
い
う
意
識

を
す
る
こ
と
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

現
在
も
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
国
で
は
、
水
不
足
が
深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
私
た
ち
は
今
日
も
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
っ
て
手
を
洗
っ
た
り
、
お
風
呂
に
入
っ
た
り

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
も
し

も
水
が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
私
た
ち
の
生
活
は
た
ち
ま
ち
不
自
由
に
な
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
水
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ

れ
に
、
水
を
大
切
に
す
る
以
外
で
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
募
金
も
そ
の

一
つ
だ
ろ
う
。
た
っ
た
一
円
で
も
、
多
く
の
人
が
募
金
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人

の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
他
人
事
の
よ
う
に
考
え
て
、
他
の
人
が
や
っ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
自
分
か
ら
行
動
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
も
成
長

で
き
る
と
思
う
。
私
は
、「
ど
う
し
て
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
お
金
を
使
う
の
だ
ろ
う
」

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
金
額
に
関
係
な
く
、
行
動
す
る
こ
と
自
体
に
意

味
が
あ
る
か
ら
だ
と
、
今
私
は
思
う
。
募
金
の
他
に
も
節
水
な
ど
、
水
を
大
切
に
す
る

こ
と
は
日
常
の
中
で
も
で
き
る
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
、
水
を
使
え
る
こ
と
に
あ
り
が
た

み
を
感
じ
、
募
金
や
節
水
を
積
極
的
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。
今
日
、
コ
ン
ビ
ニ
に

行
っ
た
私
は
、
募
金
を
し
た
。
世
界
中
の
人
々
が
安
全
な
水
を
使
え
る
よ
う
に
。 
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コ
ン
ビ
ニ
で
会
計
を
待
っ
て
い
る
と
、
ふ
と
「
ユ
ニ
セ
フ
募
金
」
と
い
う
文
字
が
書

か
れ
た
募
金
箱
が
目
に
入
っ
た
。
な
ん
と
な
く
気
に
な
っ
て
中
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

一
円
、
五
円
、
百
円
、
と
い
っ
た
お
金
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
た
。
中
に
は
千
円
札
も

入
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
時
の
私
は
、「
ど
う
し
て
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
お
金
を
使
う

の
だ
ろ
う
」
と
、
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。 

そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
た
っ
た
あ
る
日
、
私
は
児
童
会
と
し
て
「
ユ
ニ
セ
フ
募
金
」
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
私
は
募
金
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
そ
も
そ
も
関

心
を
持
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
私
た
ち
児
童
会
は
募
金
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
生
徒
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
今
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
か

っ
た
「
募
金
」
に
つ
い
て
知
識
を
つ
け
よ
う
と
思
い
、「
ユ
ニ
セ
フ
募
金
」
に
つ
い
て
調

べ
る
こ
と
に
し
た
。
な
ん
と
な
く
入
っ
た
サ
イ
ト
を
見
た
私
は
、
言
葉
を
失
っ
た
。
そ

こ
に
は
、汚
染
さ
れ
た
水
を
飲
む
子
ど
も
の
姿
と「
世
界
中
の
子
ど
も
に
安
全
な
水
を
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
時
、
普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い

る
水
が
、
世
界
に
は
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の

事
実
に
、
胸
が
痛
ん
だ
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
私
た
ち
の
生
活
は
水
に
助
け
ら
れ
て

い
る
。
お
風
呂
に
は
毎
日
入
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
れ
ば
す
ぐ
に
き
れ

い
な
水
が
で
て
く
る
。
水
道
水
を
飲
む
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る

と
、
世
界
で
は
安
全
な
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ず
毎
日
八
百
人
も
の
子
ど
も
が
命
を
落

と
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
れ
を
知
り
、
私
は
少
し
で
も
多
く
の
人
を
救
っ
て

あ
げ
た
い
と
強
く
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
児
童
会
は
生
徒
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
募
金
活

動
に
努
め
た
。
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
て
く
れ
た
の
で
、
募
金
額
は
例
年
よ
り
多
く
、

私
は
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。 

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
普
段
ふ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
募
金
と
接
し
、
水
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
得
ら
れ
た
と
思
う
。
そ
れ
に
、
普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る

水
は
、
あ
る
国
で
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
水
の
あ
り
が
た
さ
に

つ
い
て
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
水
を
無
駄
遣
い
せ
ず
大
切
に
す
る
、
と
い
う
意
識

を
す
る
こ
と
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

現
在
も
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
国
で
は
、
水
不
足
が
深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
私
た
ち
は
今
日
も
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
っ
て
手
を
洗
っ
た
り
、
お
風
呂
に
入
っ
た
り

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
も
し

も
水
が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
私
た
ち
の
生
活
は
た
ち
ま
ち
不
自
由
に
な
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
水
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ

れ
に
、
水
を
大
切
に
す
る
以
外
で
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
募
金
も
そ
の

一
つ
だ
ろ
う
。
た
っ
た
一
円
で
も
、
多
く
の
人
が
募
金
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人

の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
他
人
事
の
よ
う
に
考
え
て
、
他
の
人
が
や
っ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
自
分
か
ら
行
動
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
も
成
長

で
き
る
と
思
う
。
私
は
、「
ど
う
し
て
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
お
金
を
使
う
の
だ
ろ
う
」

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
金
額
に
関
係
な
く
、
行
動
す
る
こ
と
自
体
に
意

味
が
あ
る
か
ら
だ
と
、
今
私
は
思
う
。
募
金
の
他
に
も
節
水
な
ど
、
水
を
大
切
に
す
る

こ
と
は
日
常
の
中
で
も
で
き
る
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
、
水
を
使
え
る
こ
と
に
あ
り
が
た

み
を
感
じ
、
募
金
や
節
水
を
積
極
的
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。
今
日
、
コ
ン
ビ
ニ
に

行
っ
た
私
は
、
募
金
を
し
た
。
世
界
中
の
人
々
が
安
全
な
水
を
使
え
る
よ
う
に
。 

         

─ 18 ─



- 19 - 

佳

作

 
 

水
と
の
向
き
合
い
方 

和
歌
山
県
立
向
陽
中
学
校

二
年

西
上

に
し
が
み

佳か

楠な
ん

 
 

ヒ
ト
は
水
な
し
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。
ヒ
ト
を
含
む

生
物
は
、
水
が
無
く
な
る
と
死
ん
で
し
ま
う
。
ネ
コ
も
ヒ
ツ
ジ
も
ヒ
マ
ワ
リ
も
、
こ
の

地
球
に
水
が
あ
る
か
ら
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
そ
う
強
く
実
感
し
た
の
は
、
去

年
の
秋
の
出
来
事
で
あ
る
。 

去
年
の
秋
、
紀
の
川
の
北
と
南
の
水
道
を
つ
な
ぐ
水
管
橋
が
く
ず
れ
た
。
そ
れ
が
原

因
で
和
歌
山
市
の
約
四
割
の
六
万
戸
が
断
水
し
た
。
そ
の
日
「
断
水
に
な
る
か
も
。」
と

い
う
こ
と
を
耳
に
し
た
が
、
家
の
水
が
し
っ
か
り
出
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
デ
マ
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
日
の
夕
方
、
水
道
か
ら
出
る
水
は
明
ら
か
に
変
わ
っ

て
い
た
。
茶
色
く
濁
り
、
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
し
か
水
が
出
な
か
っ
た
。
そ
の
日
に
水
や

食
料
を
買
い
に
行
っ
た
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
水
が
な
く
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
も
少

し
し
か
無
か
っ
た
。
幸
い
に
も
、
家
に
水
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
当
分
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
次
の
朝
に
は
も
う
水
は
出
な
く
な
り
、
そ
の
日
か
ら
一

週
間
、
い
つ
も
と
ち
が
う
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
食
事
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の

も
の
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ご
飯
を
作
れ
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
食
器
な
ど
を
洗

え
な
い
か
ら
だ
。
ト
イ
レ
は
用
を
足
し
た
後
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
み
水
を
流
し
こ
む
形

で
流
し
た
。
お
風
呂
は
、
断
水
し
て
い
な
い
川
の
南
の
地
域
に
あ
る
、
銭
湯
に
行
っ
た
。

帰
り
の
道
は
大
渋
滞
で
、い
つ
も
な
ら
十
分
で
行
け
る
場
所
も
一
時
間
以
上
か
か
っ
た
。

そ
う
し
て
一
週
間
が
経
過
す
る
と
、
橋
に
仮
の
水
道
管
が
設
置
さ
れ
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
れ

ば
水
が
出
る
、
い
つ
も
の
生
活
に
戻
っ
た
。 

そ
し
て
、
断
水
が
お
わ
り
、
そ
の
時
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
は
、
な
に
げ
な
く
使
い
飲
ん
で
い
た
水
は
人
に
と
っ
て
大
切
な

も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
人
に
と
っ
て
大
切
な
水
は
、
飲
み
水
だ
け
で
な
く
そ
の
他
で

使
う
生
活
用
水
も
そ
う
だ
。
む
し
ろ
僕
は
そ
の
生
活
用
水
の
方
が
大
切
だ
と
思
う
。
そ

れ
は
、
人
が
現
在
使
っ
て
い
る
水
の
内
訳
を
見
る
と
生
活
用
水
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い

か
ら
だ
。
ト
イ
レ
を
例
に
し
て
み
よ
う
。
最
新
型
の
ト
イ
レ
で
は
一
回
約
四
リ
ッ
ト
ル

と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
日
に
二
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
二
本
飲
む
だ
ろ
う
か
。
四

リ
ッ
ト
ル
と
い
う
の
は
ト
イ
レ
一
回
で
あ
り
、
一
日
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
飲
み
水

は
普
段
の
生
活
で
使
う
水
の
う
ち
と
て
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
が
断

水
を
経
験
し
て
一
番
感
じ
た
こ
と
だ
。
も
う
一
つ
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
じ

ゃ
口
か
ら
水
が
出
る
と
い
う
こ
と
が
、
あ
ま
り
に
も
普
通
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ

と
だ
。
断
水
時
で
も
、
水
が
出
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
つ
い
手
を
洗
う
時
に
じ
ゃ

口
を
ひ
ね
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
先
人
の
人
々
が

が
ん
ば
っ
て
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
水
道
に
、
何
の
あ
り
が
た
み
も
感
じ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
り
水
が
出
る
こ
と
に
少
し
で
も

感
謝
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
そ
ん
な
大
切
な
水
も
人
に
恐
ろ
し
い
一
面
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
災
害

だ
。
津
波
、
大
雨
、
氾
濫
な
ど
と
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
尊
い
命
を
う
ば
っ
て
き
た
。
自

然
災
害
は
恐
ろ
し
く
、
人
間
が
と
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
起
こ
っ
た
こ
と
を
想
定
し

て
行
動
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
。 

水
は
、
大
切
な
も
の
で
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
る
、
万
能
な
も
の
だ
。
そ
ん

な
何
に
で
も
な
れ
る
水
だ
か
ら
こ
そ
、
人
に
恐
ろ
し
い
一
面
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
そ
の
水
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
節
水

だ
と
思
う
。
少
し
節
水
を
し
た
だ
け
で
、
世
界
の
困
っ
て
い
る
人
々
を
救
え
る
訳
で
は

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
続
け
る
こ
と
で
い
つ
か
そ
ん
な
人
々
を
救
え
る
は
ず
だ
。
ま

た
、
緊
急
時
の
た
め
に
水
を
用
意
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。
今
回
僕
が
体
験
し
た
よ
う
な

水
管
橋
の
崩
落
に
よ
る
断
水
は
、
日
本
各
地
で
起
こ
り
う
る
こ
と
だ
そ
う
だ
。
い
ろ
い

ろ
な
状
況
を
考
え
、
あ
ら
か
じ
め
対
策
し
て
お
く
べ
き
だ
。 
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私
た
ち
は
普
段
か
ら
水
を
大
切
に
使
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
が
こ
う
強
く
思

っ
た
の
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
約
一
週
間
の
断
水
を
経
験
し
た
か
ら
で
す
。「
水
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
。」
そ
う
幾
度
と
な
く
言
わ
れ
て
生
活
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
時
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。 

日
本
は
水
道
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
お
り
、
水
道
水
が
飲
め
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
、

い
つ
で
も
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
て
く
る
の
が
当
た
り
前
で
す
。
そ
の
た
め
私
は
今

ま
で
水
が
使
え
な
く
な
る
恐
ろ
し
さ
を
実
感
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

人
が
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
水
の
量
は
、
飲
料
水
、
生
活
水
合
わ
せ
て
一
日
二
百

～
三
百
リ
ッ
ト
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
言
わ
れ
て
も
一
体
ど
の
位
の
量
を
実
際

に
使
っ
て
い
る
か
は
、
正
直
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
断
水
が
始
ま
る
と
近
く

の
小
学
校
に
給
水
車
が
二
台
来
て
、
毎
日
二
十
リ
ッ
ト
ル
の
ポ
リ
タ
ン
ク
三
つ
分
の
水

を
貰
い
に
行
き
ま
し
た
。
断
水
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
ご
飯
の
後
、
な
る
べ
く
使
わ
な
い

よ
う
に
量
を
減
ら
し
た
食
器
で
さ
え
、
洗
う
の
に
二
十
リ
ッ
ト
ル
の
ポ
リ
タ
ン
ク
は
あ

っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
母
は
愕
然
と
し
て
い
ま
し
た
。
い
か
に
普
段
何
気
な
く
水
を

使
っ
て
い
た
の
か
と
気
付
き
ま
し
た
。
貰
っ
た
水
は
本
当
に
必
要
な
こ
と
以
外
、
例
え

ば
料
理
や
、
顔
を
洗
っ
た
り
、
歯
を
磨
い
た
り
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
使
え
る
よ
う
に

置
い
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
不
安
感
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

生
活
を
し
て
い
く
上
で
、
水
を
大
量
に
消
費
す
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
お

風
呂
・
洗
濯
・
ト
イ
レ
で
す
。
お
風
呂
は
銭
湯
、
洗
濯
は
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
に
通
う

こ
と
で
し
の
ぎ
ま
し
た
が
、
ト
イ
レ
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
断
水
前
に
お
風
呂
に
た

め
て
お
い
た
水
を
バ
ケ
ツ
に
汲
ん
で
流
す
の
で
す
。
１
回
の
ト
イ
レ
に
流
す
水
の
量
は

二
．
五
～
五
リ
ッ
ト
ル
で
約
バ
ケ
ツ
１
杯
分
必
要
に
な
り
ま
す
。
数
日
で
お
風
呂
の
水

は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
回
の
断
水
は
、
生
活
に
大
き
な
不
便
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
部
分
の
場
所
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
車
で
断
水
し
て
い
な
い
地
域
に
行
け
ば
そ
れ
な
り
に
生
活
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
何
よ
り
一
週
間
で
元
の
生
活
に
戻
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
す
べ
て
の
地
域

で
常
に
水
が
足
り
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
私
た
ち
の
生
活
は
一
体
ど
う
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。 

世
界
で
は
水
不
足
で
清
潔
な
水
が
な
い
た
め
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
国
が
ま
だ
多
く

あ
り
ま
す
。
世
界
で
は
約
八
億
人
の
人
が
水
道
の
な
い
生
活
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

整
備
さ
れ
て
い
な
い
水
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
に
な
っ
た
り
、
手
洗
い
な
ど
衛
生

管
理
が
で
き
ず
感
染
症
が
広
が
っ
た
り
し
て
最
悪
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
。
又
、
水
が

原
因
で
紛
争
が
起
き
て
い
る
。
そ
ん
な
状
況
は
日
本
に
住
ん
で
い
た
ら
遠
い
国
の
こ
と

で
、
ど
こ
か
他
人
事
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
の
安
全
を
掲
げ
る
日
本
に

住
ん
で
い
な
が
ら
、
今
回
の
よ
う
に
水
道
管
が
破
損
し
た
こ
と
で
生
活
は
急
変
す
る
の

で
す
。
安
全
な
水
が
出
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は
な
い
の
で
す
。
実
際
に
断
水
を
経
験

し
な
け
れ
ば
、
私
は
ど
こ
か
で
こ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
浄
化
施
設
が
し
っ
か
り
整
備

し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
水
に
困
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
。
危
機
感
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
実
際
に
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
水
の
大
切
さ
を

実
感
し
、
水
の
使
い
方
を
改
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

地
球
は
水
の
惑
星
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
が
使
用
で
き
る
水
は
０
．
０
１
パ
ー

セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
そ
う
で
す
。
水
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
す
。
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
、
行
動
に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
球
の
未
来
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。 
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私
た
ち
の
生
活
と
水 

和
歌
山
県
立
向
陽
中
学
校

二
年

濱は
ま

ノ
上

の

う

え

紘
生

こ
う
せ
い

 
 

私
た
ち
は
普
段
か
ら
水
を
大
切
に
使
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
が
こ
う
強
く
思

っ
た
の
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
約
一
週
間
の
断
水
を
経
験
し
た
か
ら
で
す
。「
水
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
。」
そ
う
幾
度
と
な
く
言
わ
れ
て
生
活
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
時
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。 

日
本
は
水
道
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
お
り
、
水
道
水
が
飲
め
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
、

い
つ
で
も
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
て
く
る
の
が
当
た
り
前
で
す
。
そ
の
た
め
私
は
今

ま
で
水
が
使
え
な
く
な
る
恐
ろ
し
さ
を
実
感
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

人
が
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
水
の
量
は
、
飲
料
水
、
生
活
水
合
わ
せ
て
一
日
二
百

～
三
百
リ
ッ
ト
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
言
わ
れ
て
も
一
体
ど
の
位
の
量
を
実
際

に
使
っ
て
い
る
か
は
、
正
直
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
断
水
が
始
ま
る
と
近
く

の
小
学
校
に
給
水
車
が
二
台
来
て
、
毎
日
二
十
リ
ッ
ト
ル
の
ポ
リ
タ
ン
ク
三
つ
分
の
水

を
貰
い
に
行
き
ま
し
た
。
断
水
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
ご
飯
の
後
、
な
る
べ
く
使
わ
な
い

よ
う
に
量
を
減
ら
し
た
食
器
で
さ
え
、
洗
う
の
に
二
十
リ
ッ
ト
ル
の
ポ
リ
タ
ン
ク
は
あ

っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
母
は
愕
然
と
し
て
い
ま
し
た
。
い
か
に
普
段
何
気
な
く
水
を

使
っ
て
い
た
の
か
と
気
付
き
ま
し
た
。
貰
っ
た
水
は
本
当
に
必
要
な
こ
と
以
外
、
例
え

ば
料
理
や
、
顔
を
洗
っ
た
り
、
歯
を
磨
い
た
り
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
使
え
る
よ
う
に

置
い
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
不
安
感
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

生
活
を
し
て
い
く
上
で
、
水
を
大
量
に
消
費
す
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
お

風
呂
・
洗
濯
・
ト
イ
レ
で
す
。
お
風
呂
は
銭
湯
、
洗
濯
は
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
に
通
う

こ
と
で
し
の
ぎ
ま
し
た
が
、
ト
イ
レ
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
断
水
前
に
お
風
呂
に
た

め
て
お
い
た
水
を
バ
ケ
ツ
に
汲
ん
で
流
す
の
で
す
。
１
回
の
ト
イ
レ
に
流
す
水
の
量
は

二
．
五
～
五
リ
ッ
ト
ル
で
約
バ
ケ
ツ
１
杯
分
必
要
に
な
り
ま
す
。
数
日
で
お
風
呂
の
水

は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
回
の
断
水
は
、
生
活
に
大
き
な
不
便
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
部
分
の
場
所
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
車
で
断
水
し
て
い
な
い
地
域
に
行
け
ば
そ
れ
な
り
に
生
活
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
何
よ
り
一
週
間
で
元
の
生
活
に
戻
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
す
べ
て
の
地
域

で
常
に
水
が
足
り
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
私
た
ち
の
生
活
は
一
体
ど
う
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。 

世
界
で
は
水
不
足
で
清
潔
な
水
が
な
い
た
め
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
国
が
ま
だ
多
く

あ
り
ま
す
。
世
界
で
は
約
八
億
人
の
人
が
水
道
の
な
い
生
活
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

整
備
さ
れ
て
い
な
い
水
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
に
な
っ
た
り
、
手
洗
い
な
ど
衛
生

管
理
が
で
き
ず
感
染
症
が
広
が
っ
た
り
し
て
最
悪
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
。
又
、
水
が

原
因
で
紛
争
が
起
き
て
い
る
。
そ
ん
な
状
況
は
日
本
に
住
ん
で
い
た
ら
遠
い
国
の
こ
と

で
、
ど
こ
か
他
人
事
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
の
安
全
を
掲
げ
る
日
本
に

住
ん
で
い
な
が
ら
、
今
回
の
よ
う
に
水
道
管
が
破
損
し
た
こ
と
で
生
活
は
急
変
す
る
の

で
す
。
安
全
な
水
が
出
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は
な
い
の
で
す
。
実
際
に
断
水
を
経
験

し
な
け
れ
ば
、
私
は
ど
こ
か
で
こ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
浄
化
施
設
が
し
っ
か
り
整
備

し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
水
に
困
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
。
危
機
感
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
実
際
に
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
水
の
大
切
さ
を

実
感
し
、
水
の
使
い
方
を
改
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

地
球
は
水
の
惑
星
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
が
使
用
で
き
る
水
は
０
．
０
１
パ
ー

セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
そ
う
で
す
。
水
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
す
。
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
、
行
動
に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
球
の
未
来
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。 
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水
は
み
ん
な
の
も
の 

和
歌
山
県
立
田
辺
中
学
校

三
年

和
田

わ

だ

温は
る

時と 
 

水
。
こ
れ
は
生
き
物
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

僕
た
ち
人
間
も
例
外
で
は
な
く
、
料
理
、
洗
濯
、
掃
除
、
ト
イ
レ
や
風
呂
な
ど
様
々
な

場
面
で
水
を
使
っ
て
い
る
。
人
間
が
生
き
る
た
め
に
は
、
水
が
大
量
に
必
要
な
の
で
あ

る
。 し

か
し
、
そ
れ
が
原
因
で
起
こ
る
問
題
、
い
わ
ゆ
る
「
水
問
題
」
が
こ
の
世
に
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
実
は
人
間
が
使
用
で
き
る
水
は
０
．
０
１
パ
ー
セ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。

水
の
惑
星
と
い
わ
れ
る
地
球
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
海
水
な
の
で
あ
る
。
人
間
が
自

由
に
使
え
る
水
が
、
そ
も
そ
も
少
な
い
の
だ
か
ら
、「
水
問
題
」
が
起
き
る
の
も
当
然
と

い
う
わ
け
だ
。 

「
水
問
題
」
と
い
っ
た
と
き
に
最
初
に
浮
か
ん
で
く
る
の
は
、
世
界
全
体
の
水
道
管

が
充
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
世
界
の
中
で
水
道
水
を
飲
ん
で
問
題
の
な

い
国
は
、
一
五
か
国
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
逆
に
言
え
ば
残
る
百
八
十
近
く
の

国
で
は
水
道
か
ら
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
水
道
が
通
っ
て
な
い
国
と

聞
く
と
ア
フ
リ
カ
や
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
の
発
展
途
上
国
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
実
際
は
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
水
道
か
ら
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き

な
い
地
域
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
そ
れ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
一
刻

も
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
あ
る
。
水
を
く
む
た
め
朝
早
く
か
ら
出
か

け
、
勉
強
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
子
ど
も
も
い
る
。
生
き
る
た
め
に
仕
方
な
く
飲
ん

だ
汚
れ
た
水
に
よ
っ
て
、
失
わ
れ
て
い
く
命
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
平
等
を
２
０
３

０
年
ま
で
に
な
く
す
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
井
戸
を
掘
る
方

法
を
教
え
た
り
、
募
金
を
し
た
り
と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

国
を
あ
げ
た
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
も
そ
の
国
の
一

員
だ
。 

ま
た
、「
水
問
題
」
と
い
え
ば
他
に
も
「
水
質
汚
染
」
も
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
。
こ
の

問
題
の
厄
介
な
と
こ
ろ
は
、
人
々
に
自
分
が
水
質
汚
染
を
し
て
い
る
意
識
が
な
い
点
に

あ
る
。
水
質
汚
染
は
ゴ
ミ
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
り
、
水
道
に
多
量
の
洗
剤
が
流
さ
れ
た

り
し
て
起
き
る
。
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
人
は
特
に
何
も
悪
い
と
思
っ
て
い
な
い

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
そ
の
後
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
川
に
落
ち
て
海
ま
で
流
れ

て
い
っ
た
り
、
洗
剤
が
直
接
川
に
流
さ
れ
た
り
し
て
、
水
質
汚
染
が
起
き
る
。
も
ち
ろ

ん
す
べ
て
が
こ
う
な
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
水
質
汚
染
が
起
き
て
い
る

の
も
事
実
だ
。
だ
か
ら
ま
ず
は
、
自
分
の
普
段
の
何
気
な
い
行
動
が
水
質
汚
染
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
水
質
汚
染
に
よ
る
動
物
や

人
々
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
僕
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
鼻

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ
が
つ
ま
っ
て
い
る
亀
を
見
た
と
き
は
と
て
も
び
っ
く
り
し
た
。

き
っ
と
他
の
人
も
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
海

や
川
が
ど
う
な
る
か
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
人
々
の
行
動
は
変
わ
っ
て
い
か
な

い
だ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
現
代
社
会
に
は
様
々
な
「
水
問
題
」
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
あ
る
よ

う
に
、
こ
れ
は
世
界
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
２
０
３
０
年
ま

で
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
で
き
る
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
分
か
ら
な
い
か

ら
取
り
組
ま
な
い
の
で
は
な
く
、
ゴ
ー
ル
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
頑
張
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。「
水
問
題
」の
解
決
に
は
一
人
一
人
の
意
識
改
革
と
国
同
士
の
連
携
が
必
要
だ
。

水
は
地
球
上
み
ん
な
の
も
の
と
い
う
こ
と
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。 

 

第４４回「全日本中学生水の作文コンクール」概要 
 

第４６回「水の週間」の行事の一環として実施された作文コンクールの概要は、 
次のとおりです。 

 
１ 応募要領 

①テ ー マ・・・「水について考える」（題名は自由） 
②対 象・・・中学生（中学生と同じ年齢の方を含む。） 
③原稿枚数・・・４００字詰め原稿用紙４枚以内、日本語で表記された個人 

作品に限る。 
題名・学校名・学年・氏名（ふりがな）を記入する。 

④あ て 先・・・和歌山県庁 地域政策課 
〒６４０－８５８５ 和歌山市小松原通１－１ 
ＴＥＬ ０７３（４４１）２４２３ 

⑤応募期間・・・令和４年５月１０日締切り 
⑥版 権 等・・・○応募作文は自作の未発表のものに限る。 

○応募作品の版権は、主催者に帰属する。 
○応募作文の返却は行わない。 

 
２ 応募結果 

応 募 
学 校 数 

応 募 
総 数 

学 年 別 
１年 ２年 ３年 

校  
１０ 

編  
５５７ 

編  
２４４ 

編  
２４９ 

編  
６４ 

 
３ 審 査 

和歌山県審査において、優秀賞３編、入選５編、佳作１０編あわせて１８編の 
入賞作文を決定。 

（協 力 和歌山市中学校国語教育研究会） 
 

４ 表 彰 
（１）賞および賞品  

賞 賞 品 
優秀賞 
入 選 
佳 作 

賞状、図書カード 
賞状、図書カード 
賞状、図書カード 

（２）表彰式 
優秀賞の受賞者を令和４年８月２日、和歌山県庁において表彰 
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第４４回「全日本中学生水の作文コンクール」概要 
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